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元老の形成と変遷に関する若干の考察（伊藤）

【
　
は
　
じ
　
め
　
に

　
近
代
天
皇
制
の
性
格
に
つ
い
て
は
戦
前
か
ら
歴
史
学
上
の
争
点
と
な
っ
て

い
た
。
し
か
し
、
そ
の
重
要
な
機
関
で
あ
る
元
老
・
貴
族
院
・
枢
密
院
な
ど

の
歴
史
的
性
格
な
ど
に
関
し
て
は
、
必
ず
し
も
十
分
な
班
究
が
な
さ
れ
て
お

ら
ず
、
未
だ
に
そ
の
実
態
は
あ
い
ま
い
で
あ
る
。

　
元
老
の
構
成
員
と
し
て
は
、
黒
田
清
隆
・
伊
藤
博
文
・
山
県
有
朋
・
松
方

正
義
・
井
上
馨
・
西
郷
従
道
・
大
山
巌
・
桂
太
郎
・
西
園
寺
公
望
の
九
人
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

挙
げ
る
こ
と
が
通
例
と
な
っ
て
い
る
が
、
大
隈
重
信
を
加
え
る
説
も
あ
る
。

こ
の
い
ず
れ
も
共
通
す
る
点
は
、
元
老
の
資
格
を
何
等
か
の
形
で
コ
兀
嶺
町

　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
④

遇
」
の
詔
勅
な
ど
に
結
び
つ
け
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
元
老
は
「
明
治
維
新

　
　
⑤

の
元
勲
」
と
同
一
視
さ
れ
る
。
元
老
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
明
治
憲
法
の
欠

陥
を
補
い
、
　
「
天
皇
の
機
能
を
実
質
の
う
え
で
集
闘
的
に
代
行
す
る
性
格
」

　
　
　
　
　
　
　
⑥

を
持
つ
と
い
う
見
解
が
一
般
的
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
一

八
九
〇
年
代
に
お
け
る
藩
閥
内
部
の
「
一
流
の
人
物
」
間
の
調
和
の
困
難
さ

か
ら
積
極
的
に
指
樽
老
交
代
が
計
ら
れ
、
そ
の
た
め
最
終
的
政
策
決
定
の
場

と
し
て
「
黒
幕
会
議
」
が
登
場
し
は
じ
め
、
　
「
黒
幕
」
が
一
線
か
ら
退
き
次

の
世
代
に
完
全
に
交
代
し
た
の
は
桂
内
閣
以
後
で
あ
り
、
そ
こ
で
「
黒
幕
」

は
元
老
と
な
っ
た
、
と
い
う
伊
藤
・
福
地
両
氏
の
新
し
い
見
解
が
最
近
公
け

　
　
　
⑦

に
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
元
老
に
対
す
る
見
解
の
欠
点
と
し
て
、
第
一
に
近

代
史
上
の
一
機
関
と
し
て
の
元
老
と
、
一
般
的
な
用
語
と
し
て
の
「
元
老
」

の
区
別
が
明
確
で
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
元
老
」
と
い

う
用
語
は
、
e
近
代
史
上
の
一
国
家
機
関
及
び
そ
の
構
成
員
を
表
現
す
る
た
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め
と
、
⇔
文
字
通
り
政
界
の
長
老
と
し
て
の
意
味
（
た
と
え
ば
元
老
院
）
の

両
方
に
使
用
さ
れ
る
。
ま
た
⇔
の
場
合
に
は
、
史
料
中
に
「
元
老
」
「
元
勲
」

の
両
用
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
両
者
が
混
同
さ
れ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
筆
者
は
0
の
意
味
以
外
に
「
元
老
」
を
使
用
せ
ず
、

⇔
の
意
味
を
中
心
と
し
た
あ
い
ま
い
な
概
念
を
表
す
た
め
に
「
元
勲
」
を
用

い
る
。
す
な
わ
ち
「
元
勲
」
は
「
元
老
」
の
必
要
条
件
で
あ
る
。

　
ま
た
第
工
の
欠
点
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
大
正
期
以
降
の
元
老

に
対
す
る
常
識
を
、
そ
の
ま
ま
明
治
期
の
元
老
に
あ
て
は
め
る
傾
向
が
あ
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
（
後
に
詳
述
）
。

　
こ
の
研
究
の
屠
的
は
、
以
上
の
こ
と
を
考
慮
し
つ
つ
、
e
元
老
と
い
う
日

本
近
代
史
上
の
慣
例
に
基
づ
く
制
度
に
つ
い
て
、
実
証
的
探
究
を
加
え
る
こ

と
、
⇔
そ
れ
を
通
し
て
明
治
憲
法
体
制
の
確
立
な
ど
の
日
本
近
代
政
治
史
の

諸
問
題
に
若
干
の
考
察
を
加
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　
さ
て
、
明
治
憲
法
体
制
上
の
公
的
一
機
関
（
元
老
の
場
合
潰
例
に
基
づ
く
）

と
し
て
の
必
要
条
件
は
、
e
特
定
の
機
能
・
権
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
⇔

機
関
構
成
員
か
、
そ
う
で
な
い
か
メ
ン
バ
ー
は
明
確
で
あ
る
こ
と
、
㊨
公
的

に
一
応
認
め
ら
れ
た
性
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
元
老

形
成
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
、
鋤
特
定
の
官
職
に
関
係
な
く
一
定
の
顔
ぶ

れ
に
よ
る
重
要
国
務
を
相
談
す
る
政
治
家
の
集
団
が
実
体
と
し
て
形
成
さ
れ
、

㈹
そ
れ
に
元
老
と
い
う
名
称
が
与
え
ら
れ
、
し
か
も
一
応
の
公
的
承
認
を
受

け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
の
二
点
を
あ
げ
た
い
。
ま
た
特
定
の
人
物
が
元
老
で

あ
る
こ
と
の
条
件
は
、
元
老
仲
間
よ
り
元
老
と
み
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
し

た
。

①
林
茂
氏
執
筆
の
「
元
老
」
（
『
世
界
歴
史
辞
典
』
昭
ご
六
平
凡
社
）
他
。

②
　
大
津
淳
一
郎
『
大
日
本
憲
政
史
』
七
巻
八
三
一
頁
　
信
夫
清
一
二
郎
『
大
正
デ
モ

　
ク
ラ
シ
i
史
』
　
一
巻
隅
一
四
一
五
｝
貝
。

③
「
元
勲
優
遇
」
の
詔
勅
。

　
　
伊
藤
（
一
八
八
九
・
一
一
・
～
　
九
六
・
八
・
三
…
　
九
八
・
六
・
三
〇
　
一

　
九
〇
｝
・
五
・
一
〇
）
四
回
。
黒
田
（
一
八
八
九
・
一
一
・
一
）
　
一
回
。
山
県

　
（
一
八
九
一
・
五
・
六
　
九
闘
・
　
二
・
二
〇
　
九
五
・
五
・
二
七
　
〔
「
大
山
文

　
書
」
で
は
九
五
・
五
・
二
八
〕
　
一
九
〇
〇
・
一
〇
・
…
九
）
四
國
。
松
方
（
一
八

　
九
八
二
・
…
二
　
一
九
〇
〇
・
一
〇
・
一
九
　
ニ
ニ
・
九
・
一
八
）
三
回
。
桂

　
（
一
九
一
一
・
八
・
三
〇
　
＝
二
・
二
二
…
二
）
二
圓
。

　
宿
の
五
人
が
問
文
の
詔
勅
を
下
さ
れ
、
西
郷
・
井
上
・
大
山
・
西
園
寺
に
つ
い
て

　
は
、
こ
の
事
実
は
な
い
よ
う
で
あ
る
（
林
茂
琉
の
「
元
老
」
『
前
掲
書
』
を
参
照
）
。

④
　
下
村
冨
士
男
氏
の
よ
う
に
元
老
の
資
格
と
詔
勅
と
を
機
械
的
に
結
び
つ
け
た

　
（
例
、
伊
藤
在
任
明
田
無
・
一
一
・
一
〔
蜘
山
並
〕
1
開
四
二
・
一
〇
・
二
六
〔
死
去
〕
）

　
も
の
も
あ
る
（
『
日
本
全
史
9
』
　
一
七
五
頁
）
。

⑤
　
吉
野
作
造
執
筆
の
「
元
老
」
　
（
『
平
凡
二
大
百
科
事
典
隔
昭
七
）
。

⑥
鳥
海
靖
「
明
治
憲
法
下
に
お
け
る
元
老
の
役
割
」
（
『
日
本
史
の
基
礎
知
識
』
昭

　
四
九
）
。

⑦
　
伊
藤
隆
・
福
地
惇
「
藩
閥
政
府
と
民
党
」
（
『
岩
波
日
本
歴
史
』
近
代
2
）
一
一
六

六
一
七
〇
頁
。
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元老の形成と変遷に関する若干の考察（伊藤）

二
　
薩
長
藩
閥
集
団
寡
頭
制
の
成
立

　
政
府
は
西
爾
戦
争
後
の
、
自
由
民
権
運
動
の
全
国
的
広
ま
り
に
対
応
す
る

た
め
、
薩
長
藩
閥
的
性
格
を
強
め
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
明
治
十
四
年
政
変
で

薩
長
、
特
に
伊
藤
を
中
心
と
す
る
政
治
的
結
集
と
し
て
一
応
確
立
し
た
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

え
、
そ
の
後
の
政
府
を
指
導
す
る
メ
ン
バ
ー
も
、
だ
い
た
い
定
ま
っ
た
。

　
こ
の
体
制
を
さ
ら
に
強
力
に
す
る
試
み
が
、
八
五
年
の
内
閣
制
度
の
設
立

で
あ
る
。
こ
れ
は
薩
長
参
議
を
中
心
に
議
せ
ら
れ
、
伊
藤
が
初
代
首
相
と
な

　
②つ
た
。
周
知
の
よ
う
に
第
一
次
山
県
内
閣
ま
で
の
閣
員
は
、
大
部
分
元
勲
ク

ラ
ス
の
人
物
で
あ
り
、
薩
長
の
人
数
的
バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
て
い
た
こ
と
が

特
色
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
重
要
国
策
は
引
き
続
き
閣
員
を
中
心
と
し
た
有

力
元
勲
が
相
談
し
て
決
定
す
る
と
い
う
方
策
が
と
ら
れ
、
松
方
内
閣
ま
で
の

歴
代
内
閣
で
は
、
首
相
が
「
一
流
」
の
元
勲
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
首
梱

が
閣
員
と
閣
外
の
元
勲
の
同
意
を
得
て
、
後
継
首
相
を
天
皇
に
推
薦
す
る
形

式
が
と
ら
れ
た
（
図
表
一
）
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
内
閣
と
完
全
に
別
の
機

関
が
形
成
さ
れ
て
い
る
観
は
な
か
っ
た
。

　
だ
が
内
外
の
多
難
な
諸
問
題
へ
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
、
閣
内
の
統
一
は
し

だ
い
に
困
難
と
な
っ
て
い
っ
た
。
黒
田
内
閣
末
期
か
ら
山
県
内
閣
成
立
ま
で

の
八
九
年
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、
条
約
改
正
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
ま
さ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
③

「
国
家
危
急
存
亡
ノ
秋
」
で
あ
っ
た
。
十
月
に
は
、
長
州
の
第
一
人
者
で
あ

る
伊
藤
は
、
条
約
改
正
案
に
反
対
し
て
枢
密
院
議
長
の
辞
表
を
提
出
し
、
薩

摩
の
第
一
入
者
で
あ
る
黒
田
首
相
も
大
隈
負
傷
の
後
、
辞
表
を
提
出
し
た
。

　
こ
の
両
人
に
十
一
月
一
日
、
後
に
「
元
勲
優
遇
」
の
詔
勅
と
通
称
を
与
え

ら
れ
、
元
老
の
法
的
根
拠
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
次
の
詔
勅
が
下
さ
れ

た
。　

朕
枢
密
顧
問
官
陸
軍
申
将
従
二
位
勲
一
等
伯
爵
黒
田
清
隆
ヲ
待
ッ
ニ
特
ユ

　
大
醸
ノ
礼
ヲ
以
テ
シ
戴
二
一
兀
動
…
優
遇
ノ
音
脚
ヲ
昭
ニ
ス
（
伊
藤
騨
同
文
）

　
す
で
に
十
月
末
、
天
皇
は
伊
藤
の
継
密
院
議
長
辞
職
の
意
が
固
い
こ
と
を

知
り
、
　
「
縦
令
ひ
職
を
辞
す
る
も
宮
廷
を
離
る
べ
か
ら
ず
。
璽
要
件
あ
ら
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

諮
問
に
答
へ
よ
。
国
家
有
事
の
日
に
は
出
で
て
こ
れ
を
済
ふ
べ
し
」
と
の
沙

汰
を
辞
職
の
条
件
と
し
て
伝
達
さ
せ
て
い
た
。
　
コ
兀
勲
優
遇
」
の
詔
勅
も
同

次
元
で
考
え
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
り
、
両
人
に
政
局
収
拾
に
協
力
さ
せ
、
政

府
部
内
の
分
裂
を
防
ぐ
程
度
の
、
目
的
と
意
義
を
有
し
て
い
た
だ
け
で
あ
っ

た
。　

山
県
内
閣
の
後
継
首
相
に
は
「
何
人
力
内
閣
総
理
大
臣
タ
ル
モ
永
ク
ソ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

地
位
ヲ
保
ツ
能
ハ
サ
ル
」
と
の
理
由
で
伊
藤
が
辞
退
し
た
た
め
、
当
時
元
勲

と
し
て
は
、
第
二
線
級
の
松
方
が
推
薦
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
閣

員
に
元
勲
が
松
方
一
人
と
い
う
「
黒
幕
内
閣
」
が
成
立
し
た
。

　
閣
員
が
弱
体
の
松
方
内
閣
時
代
に
は
、
重
要
国
策
決
定
に
際
し
て
は
元
勲

と
の
協
議
と
そ
の
同
意
が
必
要
で
あ
り
、
九
二
年
二
月
一
日
二
一
三
日
の
伊
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図表1　後継首相推薦（＊名前は天皇が下間）

青津 考

まず三条邸で伊藤を右大士に推薦する会議。その後側粂太政大臣が伊藤を首相として天皇に推
薦。黒田は伊藤と対立して参加せず。

研藤首根が主な元勲に相談。天皇に黒田を推薦。

臨時首相三条が天皇に山県を推薦。

山県首相は閣員の同意で天皇に伊藤を推薦。伊藤辞退し，松方か西郷をと天皇に推薦。天皇の
内腿で松方が組閣。

天皇はまず伊藤・山県・黒霜の三人に下問。

伊藤は山県を推薦したがひき受けず，そこで天皇は左記5人に下問。

天皇は黒田枢密院議長に下間。黒田は伊藤か山県をと奉答。天皇は伊藤に大命を下し，伊藤は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「元老会議」で伊藤・山　　　　　　　　　　　　　　　　　『山県伝』下巻（p300）では，他の元勲の贅成を待ち，火命を拝受。
県が推i薦されたとなっているが確認されない。

＊松方にも召集があったが洪水で帰京が遅れた。

天皇は黒田懸密院議長に下問。その結果元老召集に決定。＊伊藤は清国からの帰途で参加できず。

は｛県首粗が伊藤を推薦すると，天皇は井上・松方に伊藤の出馬を依頼。

後継内閣についての最初の下問は山県と西園寺首相臨時代理のみにあったようである。黒田は
1900年死去。

桂首相が元老の同意を得て西園寺を天皇に推薦。

西園寺が辞裏とともに桂を天皇に推薦。天皇はそれを元老に下間。

桂首絹が元老の同意を得て，西園専を天皇に推薦。

最初天皇は四元老に下問。桂も「元老の資格」で列席，下間を受く。伊藤は1909年死去。

＊井上（病気）＊松方（鎌倉）は出席でぎず。

＊西園寺は参内しなかった。

大隈首相は加藤高明を推薦したが，元老のおす寺内が組閣の大命を受けた。井上は1915年死宏。

大隈は他の元老から浮き上っていた。大山は19工6年死去。

山県病気のため西園寺を申心に松方と平田で選定。

西園寺病気のため松方が清浦と相談して加藤を推薦。山県はエ922年死去。

（史料・出典）　r伊藤伝』（上・下巻），r山県伝』（下巻），　r松方伝』（細巻），　r井上俵』（4・5巻），

　　　　　　r桂伝』　（乾・坤巻）　r山田顕義伝』，r伯爵清浦奎吾伝』　（下巻），「東京E日」，「大

　　　　　　阪朝日」，r原敬日記』，　r松本日誌』，　r初期議会条約改正』（深谷博治），「翠雨荘H記」

　　　　　　（憲政資料総則）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（244）　74



元老の形成と変遷に関する若干の考察（伊藤）

藤
の
政
党
結
成
と
選
挙
干
渉
問
題
を
め
ぐ
っ
て
の
元
勲
会
議
や
、
七
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
内
閣
辞
職
に
関
す
る
元
勲
会
議
（
一
応
留
任
が
決
定
）
な
ど
が
開
か
れ
た

こ
の
た
め
内
閣
と
は
別
の
一
機
関
が
形
成
さ
れ
た
観
さ
え
示
し
た
が
、
こ
れ

は
後
の
元
老
政
治
の
原
型
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

①
参
議
は
一
八
七
三
年
五
月
の
愚
論
改
革
以
後
　
訂
し
て
実
権
を
有
し
て
い
た

　
が
、
八
一
年
十
月
の
薩
長
出
身
参
議
で
日
清
戦
後
ま
で
生
存
し
た
も
の
は
ほ
と
ん

　
ど
元
老
と
な
っ
た
。

成立内閣 主　な　参加　者

首
相
が
閣
員
・
元
勲
の

同
意
で
天
皇
に
推
薦

撒口論：難綴国難」岨　
黒田 1伊麟相・松施

鰍蝋懸痛論ヵ雛榎本．i

第1次
　　　閣員（山県・松方・西郷・大山・
松方　　　山田）と伊es　・井上

ハ
皇
が
元
老
（
元
勲
）
に

⑥雪
議
や
、
七
月
十
日

な
ど
が
開
か
れ
た
。

1881年10月現在の参議

氏名1酬生没
○伊藤博文
○黒田　清隆

○山県　有朋

○松方正義
○井上　　馨

○西郷　従道

○大山　　巌

△山田　顕義

　川村純義

　大木喬任
　佐々木高行

　福岡　孝弟

ラ
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
う
　

　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
ラ

州
摩
州
摩
州
摩
摩
州
摩
賀
佐
佐

長
薩
長
薩
長
薩
薩
長
薩
佐
上
土

（
　
（
　
（
　
（
　

（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（

1841－1909

1840－1900

1838－1922

1835－1924

1836－1915

1843－1902

1842－1916

1844－1892

1836－1904

1832－1899

1830－1910

1835－1919

注r近代目本石治史必携』P26
より作成。○印は後の元老

第2次　瀬踏 糖謝闘鍛井上’畑

第2次　松方 卜蜆・顯嚇＊醐＊託震
豊
第3次　伊藤

i＊黒田

@　　　伊藤・山県・黒田・井上組閣後四郷・大山らで御前会議

第1次大隈
＊伊藤＊山県＊黒田＊井上＊西郷
嚶N「元勲会議」

　原
@響

@美

@暴
m
嚢
　
o
　
蚕
　
雫
　
闘
i
ト

第2次　山県
＊山県＊黒田＊松方＊井上＊大山i
C胆「元老会議」

i
i
i
i
i
i

第・次伊藤瞬醐

一
…
F
「
1
｝
ー
ー
ー
ト
f
」
1
一
．
哩
；
ー
ー
…
E
－
F
－
一
「
一
－
1
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1

第1次　桂
仙県櫛堀・醐鯛寺1

i
i
i
i
i
i
i
i

第工次西園寺 降相

…
…
…
　
i
i
…
i
i
l
i
i
i
叢
i

鋤桂
?糊脱（「元老会議」）1

i兀
第・次醐寺障相

第3次　桂
　　　　　　　　　　　　　　　…
ﾝ野趣＊井上’＊畑判

知次麟卜蝋・如＊西購「曲輪議」

第2次大隈

　　　　　　　　　　　　　　　i
@　　　　　　　　　　　　　　i

@　　　　　　　　　　　　　　l

@　　　　　　　　　　　　　　｝

ｶ松方糀知「元

堰
@
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1

寺内
＊山県　＊松方　＊大山　＊西園寺「元老会議」

原　卜螺・松方・西欝＊蝦

離　卜螺嚇＊西欝細
加藤（友） 犠・評寺清灘騰i
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な
お
由
田
は
第
一
次
伊
藤
・
第
一
次
山
梁
・
第
二
次
伊
藤
内
閣
成
立
の
際
、
後

　
継
雷
相
選
定
に
関
係
し
て
い
る
（
麟
表
1
）
こ
と
か
ら
も
、
生
存
が
長
け
れ
ば
元

　
老
に
な
っ
た
可
能
姓
が
強
い
。

②
　
深
谷
博
治
『
初
期
議
会
・
条
約
改
正
』
九
－
四
二
頁
。

③
『
世
外
井
上
公
邸
』
〔
『
井
上
伝
』
と
略
す
〕
四
巻
一
二
七
－
八
頁
。

④
　
　
『
伊
藤
博
文
墓
門
　
〔
『
伊
藤
伝
隔
と
略
す
〕
上
巻
六
七
八
頁
。

⑤
　
『
岡
前
』
上
巻
七
四
七
－
七
五
九
頁
。

⑥
深
谷
『
前
掲
書
』
二
六
四
－
七
二
頁
。

⑦
　
　
『
同
前
』
一
…
八
六
…
九
一
頁
。

三
　
禿
老
の
形
成
と
後
謎
首
相
推
薦
三
三
の
模
索

　
九
二
年
七
月
末
、
松
方
が
辞
表
を
奉
呈
す
る
と
、
天
皇
は
伊
藤
・
山
県
・

黒
田
の
三
有
力
元
勲
を
召
し
（
伊
藤
病
気
で
参
内
せ
ず
）
後
継
内
閣
の
組
織

　
　
　
　
　
　
　
①

に
つ
い
て
下
問
し
た
。
こ
れ
を
世
間
で
は
「
三
野
理
会
」
と
称
し
て
注
目
し

　
②
た
が
、
こ
れ
以
後
内
閣
の
辞
表
提
出
の
善
後
処
置
に
つ
い
て
は
、
天
皇
が
元

勲
・
元
老
に
下
問
す
る
こ
と
が
原
剣
と
な
っ
た
。

　
九
六
年
八
月
末
、
伊
藤
は
辞
表
を
提
出
し
、
次
期
首
相
に
山
県
を
推
薦
し

た
。
そ
こ
で
大
命
は
山
県
に
下
っ
た
が
、
山
県
は
受
け
な
い
の
で
、
天
皇
の

下
問
で
山
県
・
黒
田
・
松
方
・
西
郷
・
井
上
の
五
学
年
が
相
談
し
、
松
方
が

　
　
　
　
③

推
薦
さ
れ
た
。
こ
の
経
過
に
つ
い
て
も
「
東
京
日
田
」
は
次
の
よ
う
に
論
じ

た
。
す
な
わ
ち
、
黒
田
が
臨
時
の
首
絹
と
な
っ
た
の
は
あ
く
ま
で
過
渡
的
処

士
で
あ
り
、
　
「
黒
田
伯
を
始
め
元
老
諸
公
を
し
て
謀
議
を
尽
さ
し
め
然
る
後

聖
断
を
以
て
首
相
を
定
め
さ
せ
ら
る
」
な
る
べ
し
」
（
九
六
・
九
・
一
）
。
さ
ら

に
「
勝
謂
元
老
会
議
」
と
題
し
て
、
在
京
の
黒
田
・
井
上
に
加
え
て
山
県
・

松
方
が
帰
京
し
た
の
で
「
四
元
老
一
同
に
会
せ
ら
る
Σ
に
出
て
意
外
に
事
の

進
捗
を
見
ん
も
知
れ
ず
、
所
謂
元
老
会
議
は
最
早
一
両
日
を
出
ず
し
て
闘
か

る
べ
き
を
疑
は
ず
と
難
も
、
西
郷
・
大
山
の
二
侯
が
加
は
る
」
や
否
は
猶
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

一
の
疑
問
に
属
す
。
若
し
夫
れ
元
老
な
る
文
字
よ
り
解
釈
せ
ぱ
西
郷
・
大
山

の
二
侯
は
い
ふ
も
更
な
り
。
枢
府
に
於
け
る
川
村
・
副
島
・
佐
々
木
の
諸
伯
、

海
江
照
・
禰
岡
諸
子
の
如
き
固
よ
り
亦
元
老
た
る
を
央
は
ず
。
　
（
中
略
）
…

併
し
な
が
ら
今
回
の
元
老
会
議
は
一
種
の
元
老
を
限
れ
る
も
の
を
云
ふ
の
外

あ
る
ま
じ
」
　
（
九
六
・
九
・
一
二
）
と
し
た
。

　
ま
た
九
八
年
一
月
、
第
二
次
伊
藤
内
閣
が
成
立
す
る
と
、
宮
中
に
山
県
・

黒
田
・
井
上
・
西
郷
・
大
山
等
元
勲
が
召
さ
れ
て
、
御
前
会
議
が
開
か
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

組
閣
の
人
選
・
経
過
な
ど
が
披
露
さ
れ
た
。

　
続
く
第
一
次
大
隈
内
閣
も
、
伊
藤
辞
表
提
出
後
、
天
皇
の
召
で
、
黒
田
・

山
県
・
井
上
・
西
郷
・
大
山
（
松
方
参
加
で
き
ず
）
等
の
元
勲
会
議
が
開
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

れ
、
大
隈
が
推
薦
さ
れ
て
成
立
し
た
。

　
さ
ら
に
九
八
年
十
年
末
、
大
隈
が
辞
表
を
点
出
す
る
と
、
天
皇
の
召
で
山

県
・
黒
田
・
松
方
・
井
上
・
大
山
・
西
郷
（
伊
藤
参
加
で
き
ず
）
の
元
勲
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

参
加
し
た
会
議
が
開
か
れ
、
山
梁
が
後
継
首
相
に
推
薦
さ
れ
た
。
こ
の
最
中

「
東
京
日
日
」
　
（
九
八
・
一
一
・
五
）
は
「
元
老
と
枢
密
顧
問
」
と
題
し
て
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元老の形成と変遷に闘する若干の考察（伊藤）

次
の
よ
う
に
論
じ
た
。
O
内
閣
の
危
機
に
遇
う
ご
と
に
「
元
老
又
は
元
勲
」

と
呼
ば
れ
る
老
政
治
象
を
召
し
て
諮
訥
あ
る
の
は
定
例
と
な
っ
た
。
⇔
そ
れ

は
単
独
に
意
見
を
奏
す
る
の
は
少
な
く
、
集
っ
て
会
議
の
後
奉
答
す
る
の
を

常
と
し
、
暗
に
は
御
前
に
会
議
を
開
く
こ
と
す
ら
あ
る
。
㊨
「
元
老
」
は
一

種
の
「
高
等
顧
問
官
」
で
あ
る
が
、
容
誌
上
の
も
の
で
は
な
く
「
自
然
慣

習
」
の
如
く
定
ま
っ
て
い
る
。
㈲
し
た
が
っ
て
、
何
人
を
元
老
と
し
何
人
を

元
老
に
非
ず
と
す
る
か
根
拠
と
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
　
コ
兀
勲
優
遇
」
の
詔

勅
な
ら
伊
藤
・
山
県
の
み
し
か
受
け
て
い
な
い
し
〔
筆
者
注
　
黒
田
・
松
方

も
受
け
て
い
る
〕
、
「
前
官
礼
遇
」
な
ら
大
隈
・
坂
垣
・
土
方
も
加
わ
る
べ
き

で
あ
る
が
、
実
際
は
伊
藤
・
黒
田
・
山
県
・
松
方
・
井
上
・
西
郷
・
大
山
の

七
人
に
限
ら
れ
て
い
る
。
㊧
も
と
よ
り
当
人
が
「
元
老
」
と
称
す
る
の
で
は

な
く
、
天
皇
の
諮
詞
に
こ
の
七
人
が
選
ば
れ
る
の
を
、
世
人
が
総
称
を
付
し

た
ま
で
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
後
継
内
閣
問
題
で
、
天
皇
が
下
聞
を
す
る
顔
ぶ
れ
が
、
し

だ
い
に
伊
藤
・
黒
田
・
山
県
・
松
方
・
井
上
・
西
郷
・
大
山
と
い
う
特
定
の

七
人
に
、
固
定
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
元
老
な
る
慣
例
に
基
づ
く
機
関
が
、

日
清
戦
争
後
序
・
三
年
置
う
ち
に
成
立
し
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
元
老

は
後
継
内
閣
問
題
と
い
う
特
定
の
問
題
に
つ
い
て
、
天
皇
よ
り
常
に
下
問
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
元
勲
時
代
に
比
べ
公
的
承
認
を
得
た
集
団
と
な
っ
た

と
い
え
る
。
そ
し
て
そ
の
承
認
を
も
と
に
、
一
般
重
要
国
務
に
も
元
勲
で
は

な
く
元
老
と
し
て
公
的
に
介
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
元
老
の
制

度
的
定
着
の
傍
証
と
し
て
、
九
八
年
に
は
外
務
省
が
、
外
交
機
密
文
書
の
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

し
を
、
悉
く
元
老
の
手
に
送
付
す
る
慣
例
も
生
じ
た
。

　
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
点
は
、
第
一
に
元
老
の
形
成
と
コ
紅
熱
優
遇
」
の
詔

勅
は
直
接
関
係
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
第
二
に
一
八
九
〇
年
前
後
に
出
発
し
た
明
治
憲
法
体
制
に
は
元
老
が
含
ま

れ
て
お
ら
ず
、
初
期
議
会
で
の
民
党
の
攻
撃
に
対
処
す
る
過
程
で
、
憲
法
体

制
は
実
質
的
に
完
成
し
て
ゆ
き
、
元
老
も
形
成
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
開
治
憲
法
体
制
の
確
立
は
、
少
く
と
も
日
清
戦
後
二
・
三
年
以
降
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

時
期
に
求
め
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

　
第
三
に
後
継
首
相
の
推
薦
権
は
、
す
ぐ
に
「
元
老
」
に
定
着
し
た
わ
け
で

は
な
く
、
元
老
の
形
成
期
を
通
し
て
O
そ
れ
が
コ
野
老
」
に
与
え
ら
れ
る
べ

き
か
⇔
憲
法
上
の
機
関
で
あ
る
枢
密
院
な
ど
に
与
え
ら
れ
る
べ
き
か
の
模
索

が
行
な
わ
れ
、
最
終
的
に
は
e
の
方
向
が
確
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
元
老
制

度
が
よ
り
安
定
し
た
地
位
を
得
た
と
い
え
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第

二
次
松
方
内
閣
や
第
一
次
大
隈
内
閣
が
辞
蓑
を
奉
呈
し
た
際
に
、
善
後
処
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

に
関
す
る
最
初
の
下
問
は
黒
田
枢
密
院
議
長
に
あ
っ
た
。
ま
た
近
衛
文
麿
に

よ
る
と
、
伊
藤
は
第
二
次
内
閣
辞
職
後
、
次
の
よ
う
に
改
造
強
化
し
た
纒
密

院
に
、
後
継
内
閣
に
つ
い
て
の
下
問
が
あ
る
案
を
手
記
に
し
る
し
た
。

　
　
枢
密
顧
問
増
ノ
事
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将
来
ヲ
熟
考
ス
ル
ニ
内
閣
ノ
更
迭
ア
ル
毎
二
　
至
尊
ノ
震
襟
ヲ
悩
セ
ラ

　
ル
・
コ
ト
非
常
ナ
ル
ヲ
顯
二
拝
察
ス
レ
バ
実
二
仰
観
ス
ル
ニ
堪
ヘ
ザ
ル
モ

　
ノ
ア
リ
。
而
シ
テ
僅
一
二
二
四
ノ
光
老
輩
御
下
問
ヲ
蒙
り
、
其
労
ヲ
執
ル
ニ

　
過
ギ
ザ
ル
モ
、
鼠
－
晩
困
難
限
リ
ナ
ク
、
漸
…
ク
ニ
シ
テ
今
日
二
至
ル
モ
、
我

　
ハ
今
後
ノ
形
勢
二
察
シ
、
如
此
重
大
事
件
ハ
、
枢
府
二
御
下
問
二
相
成
ノ

　
外
ナ
キ
ヲ
信
ズ
。
若
シ
之
二
御
下
間
遠
成
事
ト
セ
バ
、
現
今
ノ
官
制
ヲ
改

　
メ
、
甘
バ
ノ
一
項
ヲ
加
へ
、
且
其
事
ヲ
慎
重
ニ
ス
ル
ト
、
成
ル
ベ
ク
広
ク
渉

　
リ
テ
、
御
諮
詞
二
奉
答
ス
ル
為
ニ
ハ
、
倍
シ
テ
五
十
人
ト
セ
ラ
ル
・
ヲ
可

　
　
⑪

　
ト
ス
。

　
そ
し
て
同
様
の
考
え
は
、
第
二
次
山
県
内
閣
成
立
の
際
に
も
新
聞
記
事
と

　
　
⑫

な
っ
た
。
伊
藤
は
そ
の
後
も
こ
の
構
想
を
抱
い
て
い
た
よ
う
で
、
一
九
〇
一

年
三
月
貴
族
院
が
、
第
臨
次
伊
藤
内
閣
の
予
算
を
否
決
し
よ
う
と
し
た
時
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

も
、
同
様
の
考
え
を
原
敬
に
述
べ
た
。

　
第
四
に
留
意
す
べ
き
点
は
「
明
治
維
薪
の
元
勲
」
で
あ
る
こ
と
は
、
元
老

の
必
要
条
件
に
す
ぎ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
隈
重
信
・
板
垣
退

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

助
な
ど
政
府
外
に
出
た
元
勲
は
も
ち
ろ
ん
、
土
方
久
光
・
福
岡
孝
弟
な
ど
の

政
府
内
に
留
っ
て
い
た
雰
薩
長
閥
の
明
治
維
新
の
元
勲
も
、
元
老
に
な
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
元
老
と
は
薩
長
を
中
心
と
し
た
、
明
治
憲

法
体
制
設
立
の
元
勲
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
①
　
　
『
公
爵
山
県
有
朋
伝
』
〔
『
山
県
伝
』
と
略
す
〕
下
巻
六
二
一
三
頁
　
　
『
伊
藤
伝
』

　
上
巻
八
六
一
一
一
青
ハ
『
井
上
伝
』
四
巻
一
ご
　
五
－
七
頁
。

②
　
「
東
京
目
日
」
九
二
・
八
・
一
　
同
八
・
二
。

③
『
山
県
俵
』
下
巻
二
八
六
－
七
頁
『
井
上
伝
』
四
巻
五
隅
七
頁
『
伊
藤
伝
』
下

　
巻
二
九
八
頁
。

④
　
『
伊
藤
伝
』
下
巻
三
二
五
一
三
｝
頁
。

⑤
　
　
『
伊
藤
伝
』
下
巻
三
七
六
－
九
二
頁
　
　
『
井
上
伝
』
四
巻
六
〇
六
一
一
一
頁

　
『
由
門
鳳
爪
伝
』
下
巻
＝
｝
一
⊥
パ
ー
一
九
習
貝
。

⑥
　
『
伊
藤
伝
』
下
巻
四
〇
四
－
七
頁
　
『
山
県
伝
』
下
巻
三
三
四
－
四
一
頁
　
『
井

　
上
伝
』
照
射
七
四
三
頁
　
『
公
爵
松
方
正
義
伝
』
〔
『
松
方
島
隠
と
略
す
〕
坤
七
三

　
一
－
三
六
頁
。

⑦
　
原
敬
は
九
二
年
七
月
十
日
の
元
勲
会
議
を
「
黒
幕
会
議
」
　
（
『
原
敬
日
記
』
）
と

　
し
る
し
て
い
る
。
日
記
中
「
黒
幕
」
と
い
う
用
語
は
研
清
戦
争
前
の
み
に
見
ら
れ

　
る
し
、
　
「
元
老
」
と
い
う
用
語
は
九
八
年
以
降
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。
元
勲
が
公

　
的
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
　
「
黒
幕
」
か
ら
元
老
へ
と
な
る
の
で
あ
る
。

⑧
　
伊
藤
正
徳
『
加
藤
高
明
』
下
巻
四
九
頁
。

⑨
　
今
井
清
一
氏
（
「
内
大
臣
」
『
平
凡
社
世
界
歴
史
辞
典
』
）
原
p
清
氏
（
『
岩
波
日

　
本
歴
史
』
近
代
2
「
明
治
憲
法
体
制
の
成
立
」
一
六
一
－
土
頁
）
は
元
老
の
形
成

　
を
一
八
九
〇
年
前
後
と
し
て
い
る
。
元
老
の
成
立
を
早
い
時
期
に
み
る
こ
と
は
、

　
明
治
憲
法
体
制
の
早
期
完
成
の
一
つ
の
根
拠
と
な
る
が
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。

⑩
『
伊
藤
伝
』
下
巻
三
二
五
頁
「
東
京
日
日
」
附
録
九
八
・
＝
二
。
こ
の
下

　
間
は
継
密
院
に
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
黒
田
枢
密
院
議
長
に
あ
っ
た
と
見
る

　
の
が
適
当
で
あ
る
。

⑪
　
近
衛
又
麿
筆
「
内
大
臣
論
」
へ
陽
明
文
庫
「
近
衛
文
麿
関
係
資
料
」
）
中
に
引
用
。

　
な
お
同
文
が
平
塚
篤
編
『
伊
藤
博
文
秘
録
』
に
も
あ
る
。
そ
こ
で
は
阪
谷
芳
郎

　
（
元
蔵
絹
）
が
「
伊
藤
公
い
つ
頃
の
手
録
で
あ
る
か
は
知
ら
ぬ
が
、
若
し
第
一
次

　
西
園
寺
内
閣
時
代
の
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
当
年
三
密
顧
間
宮
増
員
論
の
あ
っ
た
こ

　
と
が
想
ひ
閏
さ
れ
る
。
尤
そ
れ
は
閣
議
に
上
っ
た
と
云
ふ
程
の
纂
で
は
な
か
っ
た
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元老の形成と変遷に関する若干の考察（伊藤）

　
が
、
元
老
亡
き
以
後
の
御
下
問
機
関
を
如
何
に
す
る
か
と
い
ふ
や
う
な
話
は
よ
く

　
出
た
」
　
（
六
一
i
二
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
伊
藤
の
手
記
は
、
後
継
首
根

　
選
定
が
困
難
な
状
況
を
示
し
て
い
る
か
ら
、
桂
園
蒔
代
以
前
で
あ
る
。

⑫
　
　
「
東
京
日
日
」
九
八
・
一
一
・
五
コ
白
老
と
枢
蜜
顧
問
」
。
「
東
京
日
日
」
は
こ

　
の
頃
伊
藤
・
井
上
系
。

⑭
　
『
原
敬
日
記
』
　
九
〇
丁
三
・
一
三
。

⑭
　
一
八
六
九
年
九
月
二
六
目
の
「
復
古
の
功
臣
」
に
は
、
木
戸
孝
允
・
大
久
保
利

　
通
・
西
郷
隆
盛
等
に
混
っ
て
、
由
利
公
正
・
福
岡
孝
弟
・
土
方
久
光
等
の
名
が
あ

　
り
、
後
に
元
老
と
な
る
伊
藤
・
黒
田
・
山
県
等
の
名
は
な
い
（
『
明
治
文
化
全
集
恥

　
二
巻
八
一
…
二
頁
）
。
「
復
古
の
功
臣
」
の
性
格
は
定
か
で
な
い
が
、
少
く
と
も
土

　
方
や
福
岡
は
、
維
新
直
後
に
は
、
後
の
元
老
と
な
る
人
物
に
見
劣
り
し
な
い
だ
け

　
は
、
維
新
の
功
績
を
評
価
さ
れ
て
い
た
と
推
定
で
き
る
。

四
　
元
老
政
治
と
桂
園
時
代

　
第
一
次
桂
内
閣
以
後
、
伊
藤
・
山
県
ら
元
老
は
政
治
の
第
一
線
か
ら
去
っ

て
、
　
「
二
流
」
の
人
物
に
政
権
を
担
当
さ
せ
て
、
背
後
か
ら
政
治
を
指
導
し

た
。
こ
れ
を
一
般
に
元
老
政
治
と
呼
ぶ
。

　
元
老
政
治
出
現
の
理
由
は
、
第
一
に
伊
藤
・
山
県
ら
先
進
の
も
の
が
調
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

し
に
く
い
こ
と
か
ら
、
表
二
上
の
指
導
者
交
代
が
行
な
わ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
元
老
と
い
う
憲
法
上
に
な
い
機
関
が
、
国
政
全
般
の
指
導

を
目
的
と
し
て
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
一
層
明
確
に
な
り
、
元
老
が
制
度
的
に

　
　
　
　
　
　
　
②

完
成
し
た
と
い
え
る
。
第
二
に
一
九
〇
〇
年
前
後
に
お
け
る
欧
米
列
強
の
中

国
進
出
に
対
す
る
対
外
的
危
機
意
識
や
、
政
党
勢
力
の
進
出
に
と
も
な
う
国

内
的
対
立
激
化
の
中
で
、
強
力
な
国
家
指
導
が
要
請
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
「
二
流
」
の
勢
力
の
伸
長
も
あ
り
、
元
老
の
政
治
力
は
相
対
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

低
下
す
る
傾
向
も
見
ら
れ
、
第
一
の
理
由
と
も
重
な
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
よ

う
に
元
老
の
一
人
が
首
稲
と
な
る
方
法
で
は
、
国
家
の
統
合
が
し
だ
い
に
困

難
と
な
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
第
三
に
元
老
に
は
、
共
に
明
治
維
新
を
経

て
苦
楽
を
分
け
あ
っ
た
気
持
を
背
景
と
し
た
、
国
家
の
元
勲
と
し
て
の
共
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

意
識
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
⑤

　
元
老
政
治
と
は
、
元
老
が
政
党
勢
力
（
政
友
会
）
と
藩
閥
官
僚
勢
力
と
の

調
停
を
行
い
、
桂
・
西
園
寺
な
ど
の
「
二
流
」
の
人
物
に
、
安
定
し
た
政
権

の
保
持
と
平
穏
な
政
権
移
譲
を
行
な
わ
せ
、
元
老
内
に
は
対
立
を
含
み
つ
つ

も
、
比
較
的
ゆ
る
や
か
な
結
合
を
保
ち
、
元
老
全
体
で
国
家
の
統
合
・
指
導

を
め
ざ
す
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
政
治
形
態
が
可
能
で
あ
る
た
め
に
は
、
e
光
老
が
コ
一
流
」

の
政
治
家
を
か
な
り
統
制
で
き
る
政
治
権
力
を
保
有
し
て
い
る
、
⇔
政
党
勢

力
と
藩
閥
官
僚
勢
力
と
の
力
の
均
衡
が
成
り
立
っ
て
い
る
、
⇔
政
党
と
藩
閥

官
僚
の
両
勢
力
の
妥
協
が
行
な
え
る
よ
う
に
、
民
衆
の
政
治
力
が
質
・
量
と

も
に
薄
弱
で
あ
る
こ
と
、
の
三
つ
の
条
件
が
必
要
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
元
老
政
治
は
過
渡
的
政
治
形
態
で
あ
り
、
典
型
的
に
は
、
お

お
む
ね
第
一
次
桂
内
閣
成
立
か
ら
第
一
次
西
園
寺
内
閣
ま
で
続
き
、
大
正
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

変
と
共
に
そ
の
形
態
は
完
全
に
く
ず
れ
た
と
い
え
る
。

79　（249）



　
さ
て
以
下
に
お
い
て
は
、
桂
園
時
代
の
光
老
政
治
の
実
態
を
簡
単
に
眺
め

て
ゆ
き
た
い
。

　
第
一
次
桂
内
閣
の
十
七
議
会
で
は
、
政
府
の
第
三
期
海
軍
拡
張
の
財
源
と

し
て
の
地
租
継
続
案
に
、
議
会
が
反
対
し
て
解
散
と
な
っ
た
。
し
か
し
伊
藤

・
山
県
の
斡
旋
に
よ
り
、
次
の
十
八
議
会
で
は
、
政
府
と
政
友
会
の
妥
協
が

　
　
　
⑦

成
立
し
た
。

　
ま
た
周
知
の
よ
う
に
、
日
英
同
盟
・
日
露
開
戦
の
審
議
決
定
は
元
老
を
中

心
と
し
て
な
さ
れ
た
。
日
露
戦
争
中
も
、
山
県
は
参
謀
総
長
と
し
軍
事
指
導

の
最
高
資
任
者
と
な
り
、
伊
藤
は
枢
密
院
議
長
と
し
て
天
皇
の
側
に
つ
か

え
、
井
上
・
松
方
は
戦
時
財
政
に
つ
い
て
責
任
者
と
な
り
、
曾
禰
蔵
相
と
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

わ
せ
て
「
大
蔵
大
臣
が
三
人
い
た
」
と
さ
れ
た
よ
う
に
、
元
老
は
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
、
積
極
的
に
戦
争
を
指
産
し
た
。

　
戦
時
中
の
政
府
と
政
党
も
、
政
党
に
は
元
来
大
陸
進
出
的
要
素
が
あ
っ
た

の
で
、
元
老
の
調
停
を
契
機
と
し
て
、
簡
単
に
妥
協
が
行
な
わ
れ
た
。
す
な

わ
ち
二
十
議
会
の
前
に
は
、
伊
藤
と
井
上
が
政
友
・
進
歩
両
党
と
政
府
と
の

協
議
の
紹
介
を
し
、
三
月
十
八
日
井
上
邸
で
三
者
の
会
見
が
行
な
わ
れ
、
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

府
と
政
党
と
の
間
は
大
い
に
融
和
し
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
二
一
議
会

平
田
に
も
十
・
一
月
十
・
六
日
、
非
〃
・
上
の
蝋
料
旋
で
　
（
言
い
出
し
は
政
党
）
就
眠
府
・
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

友
会
進
歩
党
の
有
力
者
が
会
見
し
た
。

　
桂
か
ら
西
園
寺
へ
の
政
権
移
譲
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
日
露
戦
後
、
桂
首

相
が
伊
藤
・
山
県
・
松
方
・
井
上
四
元
老
の
同
意
の
も
と
で
、
天
皇
に
西
園

春
を
推
薦
し
て
、
元
老
会
議
が
開
か
れ
る
こ
と
な
く
、
第
一
次
西
園
寺
内
閣

　
　
　
　
⑪

は
成
立
し
た
。

　
田
島
戦
後
に
な
る
と
、
元
老
の
性
格
は
変
質
し
た
。
す
な
わ
ち
、
e
糊
対

的
に
元
老
の
政
治
実
力
が
低
下
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
機
能
的
ウ
ェ
イ
ト

　
　
　
　
　
　
⑫

は
、
権
力
の
主
体
よ
り
権
力
の
調
整
へ
と
変
わ
り
、
⇔
ロ
シ
ア
よ
り
の
危
機

意
識
が
減
退
し
た
た
め
、
元
老
内
で
は
調
惇
者
と
し
て
の
結
合
は
む
し
ろ
ゆ

る
ま
り
、
山
県
な
ど
は
雰
調
停
者
的
・
党
派
的
行
動
を
主
に
表
わ
す
よ
う
に

　
　
⑬

な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
元
老
は
、
中
量
的
で
藩
閥
官
僚
勢
力
と
政
党
（
政
友
会
）
の

調
停
機
能
を
、
主
と
し
て
果
し
た
伊
藤
型
元
老
と
、
藩
閥
の
頂
点
的
性
格
が

強
い
、
山
県
型
元
老
の
二
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
伊
藤
型
に
属
す
る
の
は
伊
藤
・
井
上
・
（
桂
）
で
あ
る
。
原
敬
は
、
伊
藤

の
元
老
と
し
て
の
態
度
を
称
賛
し
、
　
「
閣
下
は
常
に
国
家
を
思
ふ
念
慮
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

し
て
立
論
し
た
る
事
な
し
と
告
げ
た
り
（
余
は
真
に
斯
く
思
ひ
居
る
な
り
）
」

と
し
た
ほ
ど
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
井
上
は
ほ
と
ん
ど
常
に
伊
藤
の
行

動
を
助
け
、
第
一
次
大
隈
内
閣
辞
表
提
出
後
や
、
一
九
〇
一
年
秋
か
ら
の
伊

藤
の
欧
州
旅
行
中
の
よ
う
に
、
伊
藤
が
留
女
の
場
合
に
は
、
伊
藤
の
代
役
を

勤
め
て
い
た
。
縫
は
元
老
で
は
な
い
し
、
そ
の
羅
的
は
自
已
の
政
権
欲
と
政

治
主
導
権
を
つ
か
む
た
め
で
あ
る
が
、
機
能
的
に
は
伊
藤
型
に
準
じ
て
も
よ
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い
調
整
機
能
を
果
し
た
。

　
伊
藤
に
比
較
し
て
山
県
は
原
の
理
想
と
す
る
元
老
像
と
は
異
っ
て
い
た
。

原
が
郡
制
廃
止
問
題
に
つ
き
前
年
山
県
に
相
談
し
た
と
き
は
、
賛
成
も
し
な

い
が
反
対
論
も
勧
告
せ
ず
、
そ
れ
が
い
ざ
聞
題
に
な
る
と
、
非
常
な
る
反
対

を
な
し
た
の
は
、
　
「
元
老
に
似
ず
」
の
行
動
で
あ
っ
た
。
ま
た
山
県
は
論
功

行
賞
で
「
私
恩
を
売
る
」
事
に
努
め
「
私
心
陰
険
」
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は

「
国
家
の
為
め
に
歎
ず
べ
き
」
こ
と
で
、
要
す
る
に
山
県
は
コ
兀
老
ら
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

も
な
い
」
の
で
あ
っ
た
。

　
第
一
次
西
園
寺
内
閥
は
、
こ
の
よ
う
な
元
老
の
後
援
を
気
に
し
つ
つ
発
足

し
た
。
そ
し
て
財
政
に
つ
い
て
は
、
果
皇
の
阪
谷
蔵
相
へ
の
「
〔
元
老
に
〕
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ら
ぬ
心
配
を
さ
せ
ぬ
様
に
心
せ
よ
」
と
の
言
葉
の
よ
う
に
、
井
上
・
松
方
（
と

り
わ
け
政
友
会
と
親
し
い
井
上
）
の
助
言
を
仰
ぐ
と
こ
ろ
が
少
く
な
か
っ
た
。

桂
は
原
に
、
予
算
に
つ
い
て
直
に
閣
議
で
議
論
し
て
は
往
掛
り
も
生
ず
る
の

で
「
先
に
以
て
元
老
等
を
集
め
重
立
た
る
閣
員
集
り
て
之
を
決
す
る
の
他
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

か
る
べ
し
」
と
ま
で
言
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
し
て
一
九
〇
七
年
度
予
算
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

井
上
と
桂
の
斡
旋
で
成
立
し
た
。

　
ま
た
一
九
〇
七
年
六
月
、
日
仏
協
定
に
関
す
る
閣
議
に
山
県
・
井
上
・
松

方
・
大
山
と
桂
が
来
会
し
て
以
来
、
同
年
末
ま
で
元
老
と
桂
は
主
な
閣
議
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

列
席
す
る
こ
と
が
続
い
た
。

　
だ
が
西
園
寺
内
閣
に
対
す
る
山
梨
系
の
動
向
は
、
一
九
〇
八
年
初
頭
か
ら

厳
し
く
な
っ
た
。
伊
藤
・
井
上
は
、
桂
と
西
園
寿
の
間
の
斡
旋
を
試
み
た
が
、

事
態
は
好
転
せ
ず
六
月
と
な
っ
た
。
西
園
寺
は
、
元
老
等
が
内
閣
に
好
意
を

抱
い
て
い
な
い
の
を
知
る
と
あ
っ
さ
り
と
辞
意
を
決
め
、
七
月
四
日
に
辞
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
奉
呈
し
天
皇
に
後
任
首
相
と
し
て
桂
を
推
薦
し
た
。
そ
こ
で
天
皇
は
元
老

に
下
間
し
、
伊
藤
・
山
県
・
松
方
・
井
上
の
四
元
老
が
桂
推
薦
に
同
意
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
で
、
第
二
次
桂
内
閣
が
成
立
し
た
。

　
第
二
次
桂
・
第
二
次
西
園
寺
内
閣
に
お
い
て
も
、
元
老
は
一
応
政
党
（
政

友
会
）
と
藩
閥
官
僚
勢
力
と
の
調
整
機
能
を
果
し
た
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち

井
上
は
、
一
九
〇
九
年
十
一
月
に
は
桂
と
会
見
し
て
西
園
寺
へ
の
「
政
権
の

円
満
授
受
」
に
つ
い
て
話
し
た
し
、
桂
・
原
の
会
見
も
媒
介
し
た
。
さ
ら
に

井
上
は
、
二
六
議
会
や
二
七
議
会
に
お
い
て
も
、
桂
内
閣
と
政
友
会
と
の
間

　
　
　
　
㊧

を
斡
旋
し
た
。
そ
し
て
桂
よ
り
西
園
寺
へ
の
政
権
交
代
は
、
前
回
同
様
元
老

の
同
意
を
得
て
、
一
九
一
一
年
八
月
、
桂
が
天
皇
に
辞
表
奉
呈
と
と
も
に
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

園
寺
を
後
継
首
相
に
推
薦
し
、
元
老
会
議
を
開
く
こ
と
な
く
行
な
わ
れ
た
。

　
し
か
し
第
二
次
州
内
内
閣
以
後
は
、
そ
れ
以
前
と
比
べ
元
老
政
治
の
実
質

は
か
な
り
変
化
し
、
厳
密
な
意
味
で
の
元
老
政
治
と
は
い
え
な
い
。
そ
の
理

由
は
第
一
に
、
元
老
は
日
露
戦
争
終
了
前
の
よ
う
に
国
策
の
大
枠
を
完
全
に

決
定
で
き
る
実
力
を
失
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
元
老
が
長
い
間
、
首
相

な
ど
の
権
力
の
衡
を
離
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
一
因
と
な
っ
て
い
る
。
第
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

に
桂
が
独
自
の
行
動
を
取
る
傾
向
が
強
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
政
友
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㊧

会
内
部
で
も
最
高
幹
部
の
党
員
統
制
力
が
弱
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
四
に

一
九
〇
九
年
秋
の
伊
藤
の
死
に
よ
り
、
元
老
が
全
体
と
し
て
山
県
的
性
格
に

変
化
し
、
調
整
機
能
を
十
分
に
は
果
さ
な
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
伊
藤
の

死
は
政
友
会
に
も
影
響
を
与
え
、
政
友
会
は
宮
中
の
関
係
並
に
政
府
の
内
情

を
知
る
こ
と
に
不
便
と
な
っ
た
し
、
大
隈
派
や
薩
派
と
提
携
す
る
話
題
も
出

　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
正
政
変
の
前
に
お
い
て
は
、
本
来
「
緊
縮
論
の
本
家

本
元
」
で
あ
る
井
上
は
、
田
中
義
一
軍
務
局
長
に
丸
め
込
ま
れ
て
、
轡
師
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

む
を
得
ず
と
の
意
見
に
か
わ
っ
て
い
た
。
し
か
し
井
上
が
西
園
寺
内
閣
と
陸

軍
と
の
調
停
に
努
力
し
た
と
し
て
も
、
大
正
政
変
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
当
時
陸
軍
は
山
形
で
さ
え
も
増
師
を
め
ぐ
っ
て
十
分
統

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

制
し
か
ね
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
政
友
会
も
「
政
友
会
に
対
す
る
全
国
の
人

　
　
⑳

気
旺
盛
」
と
な
る
こ
と
を
見
越
し
て
お
り
、
伊
藤
に
比
較
し
、
政
友
会
へ
の

影
響
力
、
山
県
に
対
す
る
政
治
力
、
天
皇
よ
り
の
信
頼
の
い
ず
れ
に
も
劣
る

井
上
で
は
調
停
の
完
遂
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。

　
一
九
一
一
一
年
十
二
月
、
第
二
次
西
園
寺
内
閣
は
二
個
師
団
増
設
問
題
で
辞

表
を
奉
呈
し
、
さ
っ
そ
く
天
皇
よ
り
元
老
に
下
問
が
あ
り
、
元
老
会
議
が
開

か
れ
た
。
し
か
し
後
継
首
相
選
定
は
難
行
し
、
結
局
十
一
回
も
の
元
老
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
経
て
、
桂
が
天
皇
へ
推
薦
さ
れ
、
組
閣
の
大
命
を
拝
し
た
。
こ
う
し
て
後

継
首
相
を
求
め
て
「
甚
だ
混
沌
と
し
た
状
勢
」
の
申
で
、
い
た
ず
ら
に
元
老

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

会
議
の
数
の
み
重
ね
ら
れ
、
「
元
老
の
価
値
」
は
甚
だ
衰
え
、
「
憲
政
擁
護
・

閥
族
打
破
」
の
声
の
中
で
、
元
老
政
治
は
完
全
に
崩
壊
し
た
。

①
　
伊
藤
・
備
側
地
「
晶
剛
玉
縁
醐
文
」
一
二
ハ
六
頁
。

　
　
藩
閥
内
部
の
対
立
は
、
伊
藤
系
・
山
県
系
の
対
立
と
し
て
、
第
四
次
伊
藤
内
閣

　
瓦
解
の
頃
に
頂
点
に
達
し
た
　
（
『
東
洋
経
済
新
報
』
明
四
四
年
五
月
十
五
日
二
九

　
頁
）
。
そ
の
様
子
は
、
俳
東
巳
代
治
「
翠
雨
荘
日
記
」
　
（
一
九
〇
一
年
四
月
一
五

　
月
憲
政
資
料
室
蔵
）
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
日
露
開
戦
直
前
に
、
世
間
で

　
元
老
総
出
内
閣
論
が
起
っ
て
き
た
際
に
も
、
井
上
は
「
元
老
総
出
は
到
底
和
合
一

　
致
を
期
し
が
た
し
、
既
往
を
論
ぜ
ず
一
致
が
必
要
な
り
」
と
述
べ
た
（
『
原
敬
臼

　
記
』
｝
九
〇
四
・
一
・
三
一
）
。

②
　
戦
前
か
ら
、
元
老
の
成
立
時
期
を
、
第
　
次
桂
内
閣
成
立
を
も
っ
て
と
す
る
見

　
解
は
あ
る
（
安
藤
徳
器
『
西
園
寺
公
望
』
二
四
一
五
頁
昭
十
三
）
。
伊
藤
・
福
地

　
両
矯
は
、
そ
れ
を
「
黒
幕
」
の
次
の
世
代
へ
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
が
、
桂
内
閣
成
立

　
で
完
成
し
た
こ
と
に
理
論
づ
け
た
。
筆
者
は
元
老
の
形
成
を
、
e
日
清
戦
後
二
・

　
三
年
の
う
ち
に
、
特
定
の
国
務
に
つ
き
下
問
を
受
け
る
、
特
定
の
限
定
さ
れ
た
人

　
員
か
ら
な
る
元
老
と
呼
ば
れ
る
集
団
が
で
き
た
（
元
老
の
成
立
）
、
⇔
そ
の
元
老

　
と
呼
ば
れ
る
集
団
は
桂
内
閣
が
成
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
層
そ
の
存
在
を
明
確

　
に
し
、
そ
の
頃
よ
り
元
老
は
明
治
憲
法
体
制
の
中
に
定
着
し
、
安
定
し
た
存
在
と

　
な
っ
た
（
元
老
の
完
成
）
、
と
二
段
階
に
分
け
て
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
次

　
西
園
寺
内
閣
の
頃
話
題
に
な
っ
た
こ
と
は
、
　
「
元
老
亡
き
以
後
の
御
下
問
機
関
を

　
如
何
に
す
る
か
」
（
三
章
注
⑪
）
で
あ
り
、
元
老
の
存
在
は
前
提
と
な
っ
て
お
り
、

　
元
老
の
定
着
度
が
理
解
で
き
る
。
筆
者
は
⇔
段
階
以
前
は
元
老
で
は
な
く
「
黒

　
幕
」
と
す
る
伊
藤
・
福
地
両
氏
と
見
解
を
異
に
す
る
。
元
老
と
は
、
第
一
線
を
退

　
い
て
も
政
治
に
影
響
力
を
及
ぼ
す
政
治
家
、
と
い
う
大
正
・
昭
和
期
の
元
老
の
イ

　
メ
ー
ジ
は
一
般
に
正
し
い
が
、
e
の
段
階
で
す
で
に
、
元
老
は
「
黒
幕
」
で
は
な

　
く
元
老
と
い
う
機
関
と
し
て
、
成
立
し
て
い
た
。

③
海
軍
の
山
本
権
兵
衛
閥
の
形
成
（
『
山
本
権
兵
衛
と
海
軍
』
）
や
、
一
九
〇
一
年
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費
族
院
が
伊
藤
内
閣
の
予
算
を
否
決
し
よ
う
と
し
た
（
山
県
系
の
策
動
も
あ
る
）

　
こ
と
な
ど
。
ま
た
伊
藤
が
政
党
の
力
を
無
視
で
き
な
く
な
っ
た
結
果
と
し
て
の
、

　
立
憲
政
友
会
の
成
立
も
象
徴
的
で
き
事
で
あ
る
。

④
　
伊
藤
六
二
歳
の
賀
鑓
で
は
、
山
県
よ
り
も
祝
文
が
寄
せ
ら
れ
、
伊
藤
・
井
上
は

　
満
足
し
あ
っ
た
（
『
原
敬
日
記
』
一
九
〇
二
・
一
〇
・
五
）
。
実
際
の
政
局
に
お
い

　
て
も
、
第
二
次
由
県
内
閣
と
憲
政
党
と
の
提
携
成
立
に
は
、
伊
藤
が
一
枚
加
わ
っ

　
て
い
た
ら
し
い
し
（
『
原
敬
日
記
』
一
八
九
八
・
一
一
・
二
七
）
、
第
四
次
俘
藤
内

　
閣
で
、
貴
族
院
予
算
案
否
決
問
題
が
い
よ
い
よ
行
き
詰
る
と
、
山
県
は
貴
族
院
を

　
調
停
し
よ
う
と
し
て
、
　
「
大
分
怒
気
」
を
含
み
さ
え
し
た
　
（
『
近
衛
篤
麿
日
記
』

　
一
九
〇
一
・
三
・
七
　
三
・
八
）
。
こ
の
よ
う
に
、
　
い
ざ
と
な
れ
ば
、
元
老
と
し

　
て
の
ま
と
ま
り
は
あ
っ
た
。

⑤
元
老
政
治
と
は
、
政
友
会
（
特
に
原
敬
）
と
、
巨
大
な
派
閥
網
を
有
し
た
元
老

　
山
県
と
の
間
に
、
桂
を
通
し
て
の
「
情
意
投
合
」
の
名
で
の
マ
キ
ャ
ベ
リ
ズ
ム
に

　
よ
る
権
力
支
配
で
あ
る
（
安
井
達
弥
「
藩
閥
支
配
と
そ
の
再
編
過
程
」
『
近
代
日

　
本
政
治
思
想
史
購
一
三
二
六
頁
）
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
る
。

⑥
元
老
政
治
は
「
社
会
の
上
下
の
覚
醒
」
が
な
い
か
ぎ
り
、
西
園
寺
内
閣
や
政
友

　
会
が
没
落
し
て
も
、
第
二
の
そ
れ
が
現
わ
れ
て
き
て
続
く
　
（
『
東
洋
経
済
新
報
』

　
明
四
一
年
一
月
二
五
日
）
。
大
正
政
変
で
は
、
尾
崎
が
「
藩
閥
を
根
絶
す
る
に
は

　
上
下
甕
塞
の
源
た
る
元
老
を
廃
滅
し
」
と
演
説
し
た
　
（
『
尾
崎
行
雄
伝
』
七
七
二

　
頁
）
よ
う
に
、
護
憲
運
動
は
、
出
目
・
桂
等
に
対
す
る
攻
撃
か
ら
、
元
老
そ
の
も

　
の
の
否
定
に
ま
で
動
い
た
。
大
正
政
変
後
も
、
第
二
次
大
隈
内
閣
期
な
ど
に
見
ら

　
れ
る
よ
う
に
、
元
老
の
政
治
干
渉
は
な
く
な
ら
ぬ
が
、
そ
れ
は
単
な
る
干
渉
で
、

　
元
老
政
治
と
は
い
え
な
い
。

⑦
『
山
県
伝
』
下
巻
五
一
五
一
三
七
頁
。

⑧
若
槻
礼
次
郎
『
古
風
庵
圓
顧
録
』
コ
ニ
三
頁
。

　
　
旦
露
開
戦
前
の
一
九
〇
四
年
一
月
十
三
日
、
御
前
会
議
の
後
、
天
皇
は
伊
藤
・

　
山
県
・
松
方
・
井
上
〔
大
山
は
欠
く
〕
に
、
「
元
老
ノ
人
ニ
ハ
成
ル
可
ク
京
地
二

　
在
り
テ
至
急
ノ
場
合
二
参
朝
諮
詞
二
郎
ス
ル
様
」
に
と
の
　
「
御
沙
汰
」
を
下
し

　
た
（
徳
大
寺
実
則
書
翰
「
桂
太
郎
関
係
文
霧
」
憲
政
資
料
室
蔵
）
。
な
お
大
山
は
、

　
霞
英
同
盟
問
題
や
、
日
露
開
戦
決
定
の
た
め
の
元
老
と
閣
．
員
と
の
会
議
に
加
わ
っ

　
て
い
る
し
、
第
一
次
西
園
寺
内
閣
期
の
、
元
老
と
閣
員
な
ど
と
の
会
議
（
後
述
）

　
に
も
参
加
し
て
い
る
。
し
か
し
大
山
は
、
第
一
次
桂
内
閣
成
立
以
来
、
桂
園
蒔
代

　
の
後
継
首
相
推
薦
に
関
係
し
て
お
ら
ず
、
右
の
「
御
沙
汰
」
も
下
さ
れ
な
い
な
ど
、

　
大
正
政
変
ま
で
元
老
と
し
て
の
性
格
に
不
安
定
さ
を
残
し
て
い
る
。

　
　
ま
た
井
上
は
、
一
九
〇
四
年
二
月
十
七
日
師
管
卿
襲
撃
沃
ユ
頼
ル
ヲ
惟
ヒ
卿
ヲ

　
シ
テ
国
家
要
務
ノ
諮
絢
二
感
セ
シ
ム
脚
岬
克
ク
道
順
ノ
枕
ヲ
端
サ
ン
コ
ト
ヲ
望
ム
」

　
と
の
詔
勅
〔
井
上
は
「
元
勲
優
遇
」
の
詔
勅
を
下
さ
れ
て
い
な
い
〕
を
下
さ
れ
た
。

　
原
は
、
　
「
井
上
は
過
日
元
老
待
遇
の
優
詔
を
拝
し
た
る
事
な
れ
ば
財
政
に
関
し
て

　
は
十
分
の
助
力
を
な
す
も
の
の
如
し
」
と
観
察
し
た
（
『
原
敬
日
記
隔
一
九
〇
四
・

　
二
・
二
五
）
。

⑨
『
原
敬
日
記
』
一
九
〇
四
・
三
・
六
三
二
七
。

⑩
　
　
『
岡
右
』
　
一
九
〇
㈱
・
一
　
一
　
・
｝
山
ハ
。

⑪
『
同
苗
』
一
九
〇
五
・
四
・
＝
ハ
八
二
四
八
・
ニ
ニ
八
・
二
六
一

　
〇
・
二
四
　
一
二
・
＝
～
　
一
二
・
二
〇
　
＝
↑
二
三
　
一
工
・
二
四
　
一
二

　
・
二
六
　
「
東
京
日
日
」
一
九
〇
五
・
＝
一
・
二
〇
　
　
一
二
・
一
～
一
　
『
公
爵
桂
太

　
郎
伝
』
　
〔
『
脚
達
』
と
略
す
〕
坤
三
二
一
一
二
五
頁
。

⑫
　
元
老
が
権
力
の
憲
体
で
あ
る
と
は
、
沼
英
同
盟
の
可
否
な
ど
、
国
策
の
大
き
な

　
方
向
が
元
老
を
中
心
と
し
て
定
め
ら
れ
た
り
、
潜
在
的
に
定
め
る
こ
と
が
可
能
な

　
状
態
を
意
味
す
る
。
三
谷
氏
は
、
日
露
戦
後
に
お
い
て
、
元
老
が
「
直
接
的
積
極

　
的
な
決
断
者
」
か
ら
「
間
接
的
消
極
的
な
牽
制
者
」
に
変
っ
て
、
費
任
あ
る
り
一

　
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
担
い
手
で
な
く
な
っ
た
、
と
指
摘
し
て
い
る
（
三
谷
太
一
郎
『
日

　
本
政
党
政
治
の
形
成
』
四
〇
頁
）
。

⑬
山
県
系
官
僚
閾
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
山
県
の
内
務
卿
・
内
務
大
臣
時
代
（
一

　
八
八
三
－
九
〇
）
に
求
め
る
も
の
（
閥
義
武
『
山
県
有
朋
』
四
七
頁
）
、
日
清
戦
後
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経
営
遂
行
の
た
め
の
政
府
・
政
党
の
妥
協
へ
の
官
僚
の
反
発
に
求
め
る
も
の
（
坂

　
野
潤
治
『
明
治
憲
法
体
儲
の
確
立
』
一
一
九
－
二
九
頁
）
、
な
ど
が
あ
る
。
い
ず

　
れ
に
し
て
も
、
一
九
〇
〇
年
以
前
に
形
成
さ
れ
て
い
た
が
、
目
貫
戦
後
は
山
県
の

　
党
派
的
性
格
が
さ
ら
に
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
言
い
た
い
。

⑭
　
　
『
原
敬
R
［
記
』
　
一
九
〇
六
・
　
一
二
・
四
同
。

⑯
　
『
同
感
』
一
九
〇
七
・
五
・
二
三
五
・
二
六
九
・
二
五
　
　
一
・
二
六
。

⑯
『
阪
谷
芳
郎
伝
』
二
九
〇
頁
。

⑰
『
原
敬
日
記
』
一
九
〇
六
・
　
○
こ
七
。

⑯
　
服
部
之
総
『
明
治
の
政
治
家
た
ち
』
下
一
七
八
頁
。

⑲
『
原
敬
日
記
』
一
九
〇
七
・
六
・
八
七
二
〇
七
・
二
三
七
・
二
五

　
八
・
五
八
・
三
〇
　
一
一
・
二
五
十
二
・
一
六
。

　
　
な
お
第
一
西
園
毒
内
閣
期
に
は
「
満
州
問
題
に
関
す
る
協
議
会
」
　
（
一
九
〇
六

　
・
五
・
二
二
）
（
『
伊
藤
博
文
秘
録
』
三
九
ニ
ー
照
〇
九
頁
）
な
ど
も
開
か
れ
、
元

　
老
・
閣
員
な
ど
で
国
策
調
整
を
試
み
た
。

⑳
　
　
『
原
敬
日
記
』
一
九
〇
八
・
一
・
一
一
五
　
一
・
二
七
　
二
・
ニ
　
ニ
ム
一

　
二
山
ニ
　
ニ
・
一
一
八
　
六
・
二
七
　
六
・
二
九
『
伊
藤
伝
』
下
巻
七
九
五
頁
。

⑳
　
『
井
上
伝
』
五
巻
一
八
七
頁
。

＠
　
　
『
原
敬
日
記
』
一
九
〇
九
・
一
一
・
一
〇
　
一
二
・
二
。

⑱
　
二
六
議
会
で
は
宮
吏
増
俸
案
と
地
租
減
少
案
の
妥
協
が
行
な
わ
れ
た
　
（
『
原
敬

　
日
記
』
｝
九
…
○
・
｝
・
＝
｝
　
一
・
｝
八
　
…
・
三
〇
）
。
二
七
議
会
で
は
、

　
南
北
朝
正
日
問
題
や
鉄
道
広
軌
案
の
妥
協
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
背
景
に
桂
か
ら
西

　
園
寺
へ
の
階
黙
の
政
権
授
受
の
意
図
が
あ
っ
た
（
『
原
敬
日
記
駈
一
九
＝
二

　
・
二
山
ハ
『
井
卜
｛
伝
』
五
巻
二
山
ハ
一
…
二
頁
）
。

㊧
　
　
『
原
敬
碍
記
』
　
一
九
一
一
・
三
・
一
九
　
～
二
・
二
一
二
　
四
・
二
六
　
　
六
・
六

　
七
・
　
二
　
入
・
一
瓢
ハ
。

⑮
　
徳
冨
猪
～
郎
『
大
正
政
局
史
論
』
三
一
…
四
頁
。

⑳
　
山
本
四
郎
『
大
正
政
変
の
基
礎
的
研
究
』
二
三
頁
。

⑳
　
『
原
敬
日
記
』
一
九
〇
九
・
一
〇
・
三
一
　
一
【
・
九
。

　
　
第
二
次
西
園
寺
内
閣
に
お
い
て
は
、
伊
藤
は
す
で
に
死
去
し
て
お
り
、
井
上
が

　
若
干
の
注
告
を
す
る
程
度
で
（
『
原
敬
日
記
』
一
九
＝
・
九
・
一
四
　
一
〇
・

　
五
　
一
二
・
＝
一
　
一
九
一
二
・
細
・
二
五
）
、
元
老
と
政
府
（
政
友
会
）
の
問

　
は
親
密
で
な
か
っ
た
。
閣
議
に
元
老
が
参
加
し
た
の
も
、
　
『
原
敬
日
記
』
に
よ
る

　
と
一
回
だ
け
で
（
松
方
・
大
山
・
井
上
）
、
そ
の
際
も
山
県
は
避
け
て
か
欠
席
し

　
た
（
『
原
敬
日
記
』
一
九
｝
二
・
一
〇
・
一
五
）
。

⑳
　
『
田
中
義
一
伝
記
』
上
巻
五
｝
九
⊥
一
一
頁
『
原
敬
日
記
』
一
九
＝
一
・
一
〇

　
・
一
　
〇
　
一
一
・
一
　
一
一
・
九
。

⑲
　
大
久
保
利
鎌
『
日
本
全
史
1
0
』
四
六
頁
　
　
『
西
園
寺
公
望
自
伝
』
一
四
五
i
六

　
頁
　
竹
越
与
三
郎
『
旧
庵
公
』
二
八
一
一
二
頁
。

⑳
　
『
原
敬
日
記
』
一
九
＝
一
・
＝
一
・
一
七
。

⑳
　
『
井
上
伝
』
五
巻
二
八
四
一
五
頁
　
『
山
県
伝
』
下
巻
八
一
四
－
二
〇
頁
　
『
松

　
方
伝
』
坤
九
〇
一
－
二
頁
　
『
原
敬
日
記
』
｝
九
｝
二
・
一
二
・
一
一
　
ご
マ

　
一
二
　
｝
二
・
一
六
　
一
九
一
四
・
七
・
一
〇
八
∴
四
『
大
正
政
局
史
論
』

　
八
六
－
八
八
頁
。

⑫
『
原
敬
日
記
』
一
九
一
二
よ
二
∴
二
一
二
・
＝
二
。

五
詔
勅
と
元
老
制
度
の
問
題

　
こ
の
章
で
は
視
点
を
変
え
、
元
老
と
詔
勅
の
問
題
を
中
心
と
し
て
、
桂
・

西
園
寺
・
大
隈
が
元
老
と
な
る
（
～
）
聞
題
を
考
え
、
さ
ら
に
元
老
制
度
の

特
質
に
つ
い
て
考
察
を
し
た
い
。

　
現
在
、
桂
太
郎
が
元
老
で
あ
る
こ
と
は
、
生
塗
の
事
実
と
し
て
扱
わ
れ
る

傾
向
が
あ
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
主
に
次
の
五
点
が
考
え
ら
れ
る
。
e
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一
次
西
園
寺
内
閣
の
頃
に
、
桂
は
元
老
と
閣
員
と
の
会
合
に
継
続
的
に
参
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

す
る
な
ど
、
元
老
に
準
ず
る
資
格
と
機
能
を
有
し
て
い
た
。
⇔
「
元
勲
優

遇
」
の
詔
勅
を
二
回
（
一
九
一
一
・
八
二
二
〇
　
一
九
一
三
・
二
・
二
二
）

受
け
た
。
㊨
史
料
中
に
「
憲
政
実
施
後
の
元
老
は
君
〔
桂
〕
よ
り
始
ま
る
」

（『

ｴ
敬
日
記
』
一
九
一
一
・
八
・
二
六
）
と
の
記
述
が
あ
る
。
㈲
大
正
天
皇

践
聖
子
の
一
九
一
二
年
八
月
十
三
日
、
山
県
・
松
方
・
井
上
・
大
山
等
元
老

と
共
に
、
　
「
朕
力
業
ヲ
輔
ク
リ
所
ア
ル
ヘ
シ
」
と
の
詔
勅
を
受
け
た
。
㈲
第

二
次
西
園
寺
内
閣
辞
衰
重
出
後
の
一
九
一
二
年
十
二
月
の
元
老
会
議
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

「
元
老
の
資
格
を
以
て
」
参
加
し
た
。

　
こ
こ
で
ま
ず
留
意
す
べ
き
点
は
、
桂
が
天
皇
の
重
．
要
側
近
の
一
人
で
あ
る

こ
と
は
、
以
上
よ
り
自
明
の
事
実
と
し
て
導
き
出
せ
る
が
、
そ
れ
は
元
老
た

り
う
る
必
要
条
件
に
す
ぎ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
O
は
桂
が
元
老
に
準
ず
る
地

位
に
あ
る
こ
と
を
示
す
だ
け
で
あ
る
。
鶴
は
原
が
第
二
次
西
園
考
内
閣
の
組

閣
に
際
し
て
、
そ
の
後
も
桂
の
協
の
協
力
を
得
る
た
め
に
、
多
少
煽
て
た
だ

け
で
あ
る
。
⇔
・
㈲
は
、
ま
だ
十
分
に
元
老
と
詔
勅
の
関
係
（
後
述
）
が
成

立
し
て
い
な
い
以
上
、
直
ち
に
桂
を
元
老
と
す
る
根
拠
に
は
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
㈹
は
新
天
皇
践
昨
に
あ
た
っ
て
、
特
に
大
政
を
輔
弼
す
る
よ
う
に

と
出
さ
れ
た
詔
勅
で
あ
り
、
重
要
側
近
を
収
め
て
限
定
す
る
と
い
う
、
⇔
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

な
い
特
別
の
意
義
を
有
す
る
。
こ
の
詔
勅
は
元
老
の
同
意
を
得
て
い
る
と
考

え
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
桂
が
元
老
と
共
に
こ
れ
を
受
け
た
こ
と
は
、
桂
が

将
来
元
老
と
な
る
含
み
を
示
し
た
と
い
え
る
。

　
そ
し
て
第
二
次
西
園
寺
内
閣
が
辞
表
を
堤
出
す
る
と
、
長
ず
山
県
・
松
方

・
井
上
・
大
山
の
四
元
老
に
「
御
召
状
」
が
発
せ
ら
れ
、
十
二
月
六
日
の
第

一
回
元
老
会
議
に
は
、
桂
も
コ
兀
老
の
資
格
し
で
参
列
し
、
以
後
新
内
閣
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

成
立
す
る
ま
で
、
桂
は
ひ
き
つ
づ
き
元
老
会
議
に
加
わ
っ
た
。
し
か
し
桂
内

大
臣
は
元
老
と
し
て
会
議
に
参
加
し
た
と
見
る
よ
り
、
あ
く
ま
で
コ
野
老
の

資
格
」
で
参
加
し
た
と
見
な
す
ほ
う
が
良
く
、
㈲
を
も
っ
て
直
ち
に
桂
が
完

全
に
元
老
と
な
っ
た
と
す
る
の
は
妥
妾
性
を
欠
く
。

　
す
な
わ
ち
岡
年
十
二
月
一
八
日
、
桂
と
西
園
寺
が
会
見
し
た
際
、
西
園
寿

は
「
君
〔
桂
〕
だ
の
山
本
だ
の
と
云
ふ
連
中
は
他
日
元
老
と
な
る
こ
と
な
ら

ん
が
」
と
、
桂
を
山
本
権
兵
衛
と
ほ
ぼ
同
格
に
扱
い
、
元
老
と
み
な
し
て
お

ら
ず
、
桂
自
身
も
将
来
元
老
と
な
る
野
心
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
賭
点
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

元
老
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
一
九
ご
鳥
年
二
月
、
第
三
次
桂
内
閣
が

辞
表
を
提
出
す
る
と
、
山
県
は
「
西
園
寺
は
天
皇
践
酢
の
初
め
元
老
の
優
詔

を
辱
う
し
て
い
る
。
故
に
此
際
御
召
の
御
沙
汰
あ
っ
て
然
る
べ
し
」
と
提
案

し
、
西
園
壽
は
天
皇
の
召
し
に
応
じ
て
参
内
し
、
元
老
会
議
に
潴
わ
っ
た
。

し
か
し
桂
は
、
山
県
よ
り
「
善
絹
後
任
の
問
題
は
天
皇
の
大
権
に
属
す
る

こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
卿
に
し
て
意
見
あ
る
な
ら
ば
参
考
の
為
に
之
を
聴
か

ん
」
と
問
わ
れ
た
だ
け
で
、
内
閣
辞
職
後
の
善
後
処
置
に
関
与
で
き
る
、
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

老
の
扱
い
は
受
け
な
か
っ
た
。
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そ
の
後
同
年
十
月
、
桂
は
失
意
の
う
ち
に
病
没
す
る
が
、
は
っ
き
り
と
元

老
と
み
な
さ
れ
て
、
活
動
し
た
と
い
え
る
事
実
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
桂
太
郎
は
元
老
に
な
り
つ
つ
あ
る
政
治
家
で
あ
り
、
長
生
す
れ
ば
、
完

全
に
元
老
と
な
っ
た
可
能
性
も
強
い
人
物
で
あ
る
が
、
大
正
政
変
島
島
の
失

敗
で
、
山
県
等
の
信
頼
も
な
く
し
て
お
り
、
桂
を
元
老
と
認
め
る
か
否
か
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

き
わ
め
て
微
妙
な
問
題
で
あ
る
。

　
ま
た
右
の
よ
う
に
、
繭
園
寺
は
山
本
内
閣
成
立
の
際
の
元
老
会
議
に
一
応

繊
面
し
た
も
の
の
、
違
勅
間
間
題
な
ど
も
あ
り
、
そ
の
薦
み
ず
か
ら
望
ん
で

政
局
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
。
一
四
年
三
月
、
山
本
が
辞
表
を
提
出
す
る
と
、
内

大
臣
府
よ
り
山
県
・
松
方
・
井
上
・
大
由
・
西
園
寺
に
参
内
を
求
め
る
電
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

が
発
せ
ら
れ
た
が
、
西
園
寺
は
参
内
を
辞
退
し
た
。

　
次
の
大
隈
内
閣
下
で
の
、
元
老
会
議
や
元
老
を
交
え
て
の
閣
議
に
も
、
山

県
・
松
方
・
井
上
・
大
山
の
四
元
老
は
参
加
し
た
が
、
西
園
寺
は
遠
ざ
か
っ

て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
少
く
と
も
一
五
年
八
月
頃
ま
で
は
西
園
寺
も
元
老

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

の
一
員
と
し
て
召
さ
れ
る
よ
う
に
さ
れ
て
い
た
が
、
し
だ
い
に
西
園
等
は
元

老
と
す
る
に
は
微
妙
な
存
在
と
な
っ
て
い
っ
た
。
西
園
寺
が
元
老
等
の
行
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

に
加
わ
り
だ
す
の
は
、
大
隈
内
閣
末
期
の
一
六
年
七
月
頃
か
ら
で
あ
る
。
そ

し
て
九
月
末
に
は
、
山
県
よ
り
元
老
会
議
が
開
か
れ
る
場
合
に
は
召
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

で
あ
ろ
う
こ
と
を
伝
え
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
西
園
専
が
正
式
の
元
老
な
ら
召

さ
れ
る
こ
と
は
山
県
が
こ
と
わ
る
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
一
〇
月
四
日
、
大
隈
首
相
は
加
藤
高
明
を
後
継
者
と
し
て
奏
薦
す
る
旨
記

載
の
あ
る
辞
表
を
奉
呈
し
た
。
そ
こ
で
山
県
・
松
方
・
大
山
・
西
園
毒
は
宮

中
に
召
さ
れ
、
後
継
首
落
に
つ
き
下
問
を
受
け
、
元
老
会
議
は
大
隈
の
意
向

に
か
か
わ
り
な
く
寺
内
推
薦
に
決
定
し
、
そ
の
旨
言
上
し
て
天
皇
の
裁
可
を

　
⑫

得
た
。

　
西
園
寺
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
完
全
に
元
老
の
一
員
と
な
り
、
ま
た
こ
こ

に
後
継
首
相
推
薦
権
は
、
元
老
に
存
在
す
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
た
。

　
こ
こ
で
最
も
璽
要
な
点
は
、
第
二
次
大
隈
内
閣
辞
職
の
頃
よ
り
、
元
老
で

あ
る
こ
と
が
詔
勅
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
帰
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

　
　
⑬

で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
一
〇
月
四
日
の
元
老
会
議
で
、
大
隈
に
詔
勅
が
下
さ
れ
る
話
が

出
た
が
、
西
園
寺
・
松
方
は
不
賛
成
で
あ
っ
た
。
大
隈
は
辞
職
と
と
も
に

「
前
官
礼
遇
」
の
勅
語
を
受
け
、
さ
ら
に
九
日
の
元
老
会
議
に
大
隈
に
下
さ

れ
る
「
御
沙
汰
書
」
の
原
案
が
提
出
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
大
正
元
年
西
園
寺

が
受
け
た
詔
勅
に
類
似
し
て
い
た
の
で
、
西
園
寺
と
松
方
が
大
隈
は
元
老
会

議
の
内
容
を
他
に
漏
洩
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
原
案
に
反
対
し
た
。
山
県
は
原

案
く
ら
い
で
良
い
と
主
張
し
た
が
、
改
訂
さ
れ
て
同
日
次
の
「
御
沙
汰
書
」

　
　
　
　
⑭

が
下
さ
れ
た
。

　
卿
夙
二
国
事
二
級
痒
シ
テ
大
政
ノ
維
新
二
参
画
シ
賛
襲
匡
輔
シ
テ
以
テ
朕

　
力
躬
二
二
ヘ
リ
為
事
フ
所
ヲ
允
シ
テ
閑
二
就
老
ヲ
養
ハ
シ
ム
寓
意
レ
加
餐

（256）　86
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⑮

　
自
愛
シ
テ
尚
ホ
朕
力
音
心
二
称
ハ
ム
コ
ト
ヲ
働
層
メ
ヨ

　
原
敬
は
こ
の
沙
汰
書
に
注
配
し
て
日
記
に
「
〔
大
隈
に
〕
尚
ほ
加
餐
自
愛

せ
よ
と
の
御
沙
汰
あ
り
て
、
兼
て
評
億
あ
り
し
元
老
と
な
す
の
優
詔
は
之
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

き
も
の
の
如
し
」
と
記
し
た
。
ま
た
波
多
野
毛
脚
は
、
　
「
御
沙
汰
と
い
っ
て

も
勅
書
と
何
等
異
る
処
は
な
い
。
大
隈
侯
に
下
さ
れ
た
御
沙
汰
の
意
味
は
、

侯
の
国
事
に
尽
痒
し
大
政
の
維
新
に
参
し
賛
嚢
匡
輔
し
た
功
績
を
思
召
さ
れ
、

今
乞
う
て
閑
地
に
就
く
と
も
尚
加
餐
自
愛
し
て
朕
の
意
を
称
へ
よ
、
と
申
す

の
で
尚
の
一
字
が
最
も
意
昧
の
深
い
処
で
あ
る
。
即
ち
閑
地
に
就
て
後
も
尚

ほ
匡
輔
す
べ
し
と
云
ふ
思
召
に
出
で
た
る
事
と
拝
察
し
奉
る
。
さ
れ
ば
侯
も

西
園
寿
侯
等
と
御
同
様
元
老
の
御
待
遇
を
受
け
る
事
と
信
ず
る
」
と
述
べ
た
。

し
か
し
戸
前
大
臣
は
、
　
「
優
遇
は
元
老
の
意
味
に
拝
せ
ず
」
と
題
し
て
、
大

隈
が
従
来
圏
事
に
尽
痒
し
た
の
を
天
皇
が
思
召
し
て
単
に
今
後
そ
の
老
体
を

自
愛
せ
よ
と
の
慰
労
の
意
味
だ
け
の
沙
汰
で
あ
り
、
　
「
若
し
元
老
と
言
ふ
御

召
な
ら
ば
西
園
寺
侯
に
下
っ
た
優
詔
と
同
じ
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
梱
れ
と

は
違
ふ
や
う
に
誰
に
で
も
拝
察
さ
れ
る
。
要
す
る
に
大
正
元
年
か
に
各
元
老

に
優
詔
が
下
り
そ
の
時
か
ら
元
老
と
云
ふ
も
の
Σ
意
味
は
比
較
的
明
瞭
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

っ
て
居
る
と
思
ふ
」
と
談
じ
た
と
い
う
。

　
こ
の
よ
う
な
詔
勅
と
元
老
云
々
の
議
論
は
、
大
正
初
め
ま
で
は
、
は
っ
き

り
と
は
生
じ
て
い
な
か
っ
た
。

　
こ
れ
が
起
る
よ
う
に
な
っ
た
原
因
は
、
第
一
に
元
老
の
政
治
実
力
の
低
下

で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
元
老
の
慣
例
的
権
限
と
、
実
際
の
政
治
実
力
が
乖

離
し
は
じ
め
、
元
老
の
権
限
の
由
来
に
つ
い
て
考
え
る
必
要
と
余
地
が
生
じ

た
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
た
第
二
に
護
憲
運
動
で
高
ま
っ
た
元
老
批
判
の
声
が
、
こ
の
頃
さ
ら
に

高
揚
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
一
〇
月
初
、
同
志
会
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

志
の
間
で
は
成
行
に
よ
っ
て
は
「
憲
政
擁
護
運
動
」
を
起
す
動
き
も
あ
っ
た
。

そ
し
て
一
ケ
月
一
二
日
に
は
都
下
の
新
聞
通
信
社
・
各
地
方
新
聞
社
の
有
志

並
に
憲
政
会
代
議
士
等
約
二
〇
〇
名
が
東
京
に
集
ま
り
、
　
「
全
国
網
閥
記
者

大
会
」
が
開
か
れ
た
。
そ
こ
で
は
「
元
老
の
政
治
に
容
下
し
横
恣
専
捜
」
を

極
め
て
い
る
こ
と
が
、
憲
政
の
弊
害
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
批
難
す
る

　
　
　
　
　
　
⑲

決
議
が
出
さ
れ
た
。
ま
た
尾
崎
行
雄
は
、
　
「
憲
法
上
幽
霊
に
等
し
き
元
老
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

議
」
と
、
そ
の
後
演
説
し
、
告
野
作
造
も
、
　
「
何
故
に
元
老
会
議
の
〔
後
継

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

首
相
〕
推
薦
が
大
権
の
拘
束
と
な
ら
な
い
か
」
と
ま
で
論
じ
た
。
こ
う
し
た

状
況
に
対
す
る
元
老
　
（
山
県
色
が
強
い
）
・
寺
内
内
閣
の
対
応
は
、
一
方
で

は
天
皇
は
元
老
の
い
い
な
り
だ
と
元
老
の
政
権
私
議
を
批
判
し
た
『
第
三
帝

国
』
第
八
○
号
（
一
九
一
七
・
一
・
一
）
な
ど
を
発
禁
と
し
関
係
者
を
処
罰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

す
る
と
い
う
弾
圧
で
あ
り
、
他
方
で
は
詔
勅
で
元
老
と
な
っ
た
こ
と
や
、

「
明
治
維
新
の
元
勲
」
．
と
い
う
特
殊
な
地
位
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
る
、
元

老
の
正
豪
化
・
合
法
化
で
あ
っ
た
。

　
元
老
と
詔
勅
の
関
係
同
様
に
注
目
す
べ
き
も
う
一
つ
の
点
は
、
山
県
の
大
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隈
に
対
す
る
態
度
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
山
県
は
第
一
次
護
憲
運
動
の
際
、
西

園
毒
を
元
老
会
議
に
加
え
そ
の
推
薦
す
る
山
本
を
首
相
と
し
て
そ
れ
を
収
束

さ
せ
た
よ
う
に
、
今
回
も
大
隈
を
元
老
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
志
会
（
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

も
な
く
憲
政
会
）
系
の
排
閥
・
反
元
老
の
動
き
を
牽
制
し
よ
う
と
し
た
。

　
大
隈
を
元
老
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
松
方
・
西
園
寺
に
加
え
て
寺
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

苗
相
や
伊
東
巳
代
治
も
反
対
で
あ
っ
た
。
し
か
し
十
二
月
に
大
隈
も
他
の
元

老
達
と
供
に
陪
食
に
召
さ
れ
、
波
多
野
宮
相
は
、
大
隈
が
元
老
に
な
っ
た
証

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

拠
で
あ
る
と
、
新
聞
記
者
に
再
度
言
明
し
た
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
山
県
の
意

向
に
そ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
大
隈
は
そ
の
後
も
元
老
会
議
に
招
か
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
一
八
年

七
月
一
五
日
、
シ
ベ
リ
ア
嵐
兵
問
題
に
関
す
る
寺
内
首
相
の
招
き
に
よ
る
元

老
会
議
に
初
め
て
呼
ば
れ
た
。
し
か
し
元
来
大
隈
は
、
天
皇
の
招
き
以
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
元
老
会
議
に
は
出
庸
す
る
つ
も
り
は
な
い
と
公
言
し
て
お
り
、
こ
の
晴
も

「
我
輩
は
、
元
老
な
ど
と
云
ふ
憲
法
上
の
機
関
に
あ
ら
ざ
る
老
が
国
政
に
与

る
こ
と
は
反
対
で
あ
る
」
と
出
席
し
な
か
っ
た
。
　
こ
の
事
は
、
大
隈
が
、

「
大
隈
侯
を
引
き
ず
り
出
し
憲
政
会
を
ひ
き
つ
け
て
政
友
会
を
牽
制
し
や
う
」

と
す
る
政
府
の
策
を
し
り
ぞ
け
、
元
老
会
議
の
出
席
を
謝
絶
し
た
も
の
と
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
澱

さ
れ
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
大
隈
を
好
意
的
に
見
た
。

　
さ
て
米
騒
動
の
混
乱
も
よ
う
や
く
鋏
静
に
む
か
い
、
寿
内
首
相
の
辞
表
提

出
予
定
が
確
実
と
な
る
と
、
伊
東
巳
代
治
は
波
多
野
宮
相
に
、
元
老
召
集
に

関
し
て
山
県
と
粗
談
ず
る
よ
う
に
注
意
し
た
。
そ
こ
で
宮
相
は
山
県
と
松
方

に
そ
れ
ぞ
れ
相
談
し
た
が
、
松
方
は
大
隈
召
集
に
強
く
反
対
し
た
。
し
か
し

こ
こ
で
も
、
大
隈
を
招
か
な
く
て
「
大
隈
よ
り
攻
撃
せ
ら
る
」
も
颪
白
か
ら

ざ
れ
ば
」
と
の
理
由
で
（
山
県
・
松
方
・
西
園
寺
・
大
隈
が
別
々
に
忍
さ
れ

る
形
式
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
）
松
方
も
妥
協
し
た
。

　
後
継
首
相
に
つ
い
て
の
下
間
は
、
四
人
が
別
々
に
召
さ
れ
る
形
式
で
、
一

八
年
九
月
一
七
日
か
ら
行
な
わ
れ
、
二
七
日
原
敬
が
大
命
を
拝
し
た
。
つ
ま

り
後
継
苗
相
選
定
は
、
　
「
今
日
の
内
閣
製
造
者
」
と
見
な
さ
れ
て
い
る
山
県

を
中
心
と
し
て
、
そ
れ
に
松
方
・
西
園
寺
が
加
わ
る
と
い
う
形
で
行
な
わ
れ

た
。
大
隈
は
形
式
的
に
は
召
さ
れ
下
問
も
受
け
た
が
、
実
質
的
な
後
継
首
相

推
薦
の
た
め
の
審
議
に
加
わ
ら
ず
、
元
老
間
の
事
情
に
も
う
と
く
、
元
老
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ら
疎
外
さ
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
。
今
園
も
、
前
回
コ
兀
老
の
推
薦
し
た
寺
内

内
閣
が
成
績
不
良
」
で
あ
っ
た
こ
と
も
重
な
り
、
　
「
元
老
奉
答
の
責
任
」
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
も
の
が
、
同
様
に
問
題
と
な
っ
た
。
大
隈
が
元
老
会
議
に
参
加
し
た
影
響

は
、
第
一
に
政
府
や
元
老
会
議
批
判
を
貫
こ
う
と
す
る
憲
政
会
少
壮
派
の
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

き
を
鈍
ら
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
第
二
に
、
　
「
内
閣
の
代
る
度
び
に
同
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

や
う
な
事
を
繰
返
し
て
い
る
」
と
評
判
の
良
く
な
い
元
老
会
議
に
、
大
隈
が

加
わ
る
こ
と
に
よ
り
多
少
の
新
鮮
味
を
添
え
た
こ
と
で
あ
る
。
以
上
二
つ
は
、

ま
さ
に
山
県
の
思
う
壷
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　
そ
の
後
も
大
隈
は
実
質
的
に
元
老
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
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そ
し
て
原
敬
が
賭
殺
さ
れ
る
と
、
善
後
処
置
に
関
す
る
下
間
は
山
県
・
松
方

・
西
園
寺
の
三
元
老
に
し
か
な
く
、
大
隈
は
形
式
面
で
も
元
老
と
は
ま
っ
た

く
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
政
情
の
変
化
に
よ
り
、
大
隈
を
利

用
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
大
隈
は
元
老
で

あ
っ
た
人
物
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

⑦
　
元
老
に
準
ず
る
扱
い
と
い
う
点
で
は
、
日
英
同
盟
交
渉
に
つ
い
て
、
桂
首
桐
・

　
小
村
外
相
以
下
限
ら
れ
た
直
接
の
関
係
者
以
外
に
、
山
県
・
松
方
・
井
上
・
大
肉

　
等
元
老
に
剰
え
て
、
西
園
寺
も
報
告
さ
れ
て
い
た
（
『
外
務
省
の
百
年
』
上
巻
四

　
三
曝
頁
）
。
ま
た
「
元
老
大
臣
」
が
出
席
し
た
「
満
州
闘
題
に
関
す
る
協
議
会
」

　
に
は
、
桂
大
郎
陸
軍
－
大
将
・
山
本
権
兵
衛
海
軍
大
将
・
児
玉
源
太
郎
参
謀
総
長
も

　
嵐
席
し
た
。

②
　
東
京
日
日
一
九
＝
一
二
二
・
七
。

　
　
一
二
月
六
日
元
老
会
議
は
一
〇
時
よ
り
開
く
予
定
で
あ
っ
た
。
す
で
に
前
臼
桂

　
内
大
臣
・
侍
従
長
の
手
を
以
て
山
県
・
松
方
・
大
山
・
井
上
の
四
元
老
に
「
御
召

　
状
」
が
発
せ
ら
れ
て
い
た
。
山
県
・
桂
は
九
時
ま
で
に
参
内
し
、
内
大
臣
府
に
於

　
て
元
老
会
議
の
条
件
に
つ
い
て
種
々
協
議
し
た
。
井
上
・
大
山
も
十
時
ま
で
に
参

　
早
し
た
が
、
松
方
は
病
気
の
た
め
参
内
で
き
な
か
っ
た
。
　
「
定
刻
に
至
り
桂
公
も

　
亦
元
老
の
資
格
を
以
て
列
席
、
畏
き
辺
り
よ
り
後
継
内
閣
組
織
に
関
す
る
要
件
に

　
つ
き
御
下
問
あ
り
た
る
を
以
て
戴
に
四
元
老
鳩
首
協
議
す
る
所
」
が
あ
っ
た
。

③
元
老
扱
い
は
明
治
天
皇
の
晩
年
に
始
ま
っ
て
い
た
が
、
山
県
は
嚢
天
皇
即
位
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
機
会
に
天
皇
の
詔
勅
を
も
っ
て
公
然
と
山
県
・
松
方
・
井
上
・
大
山
・
桂
に
コ
兀

　
む
　
老
の
待
遇
を
与
え
」
元
老
を
設
け
た
（
ね
ず
ま
さ
し
『
日
本
現
代
史
』
一
三
四
一

　
日
毎
）
、
と
す
る
見
解
は
、
大
正
天
皇
践
灘
の
詔
勅
へ
の
注
目
と
い
う
点
で
は
評

　
価
で
き
る
が
、
元
老
を
詔
勅
で
機
械
的
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
欠
陥
が

　
あ
る
。
た
だ
し
新
開
に
よ
っ
て
は
、
桂
が
四
兄
老
と
並
ん
で
詔
勅
を
受
け
た
の
で

　
「
〔
桂
は
〕
新
に
一
国
元
老
の
大
任
を
帯
び
た
る
も
の
」
と
理
解
し
た
。
　
（
「
新
内

　
大
臣
桂
公
」
東
京
辰
B
一
九
＝
一
・
八
・
一
四
）
。

④
『
東
洋
経
済
新
報
』
大
正
元
年
＝
一
月
廿
五
瞬
『
史
学
雑
誌
』
第
七
五
編
第
一

　
〇
号
「
大
正
初
期
山
県
有
朋
説
話
筆
記
」
8
　
山
本
四
郎
『
大
正
政
変
の
基
礎
的

　
研
究
』
一
一
四
七
－
八
一
頁
。
元
老
会
議
が
嘗
中
で
開
か
れ
る
場
合
、
内
大
臣
や
宮

　
根
は
何
等
か
の
形
で
そ
れ
に
闘
係
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
今
回
も
元
老
会
議
の
慰

　
労
と
し
て
天
皇
よ
り
「
山
県
・
大
山
・
井
上
各
元
老
並
に
桂
内
府
・
渡
辺
宮
相
」

　
に
「
賜
餐
」
と
「
御
薄
読
」
が
あ
っ
た
（
「
東
京
日
臼
」
一
九
～
二
・
一
二
・
八
）
。

　
な
お
一
九
〇
一
年
五
月
、
伊
藤
内
閣
が
辞
表
を
提
出
す
る
と
、
西
園
寺
内
閣
総
理

　
大
臣
臨
晴
代
理
と
山
県
に
ま
ず
政
変
の
善
後
策
に
つ
い
て
下
間
が
あ
っ
た
ら
し
い

　
（
「
山
人
阪
毎
日
」
　
一
九
〇
一
・
五
・
六
）
。
顯
閑
幽
雪
冤
は
こ
れ
に
よ
h
誤
認
老
会
議
に
も

　
参
加
し
、
後
継
首
相
に
つ
い
て
も
発
言
し
た
（
「
輩
雨
蓋
日
影
」
一
九
〇
一
・
五
・

　
一
七
憲
敷
資
料
室
蔵
）
。
こ
の
よ
う
に
正
式
な
元
老
で
な
く
と
も
元
老
会
議
に
参

　
加
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
，

⑤
　
『
原
敬
日
記
』
一
九
＝
一
⊥
二
・
一
八
。

⑥
　
『
山
県
伝
』
下
巻
八
七
〇
－
囲
頁
　
『
松
本
日
誌
』
一
九
二
六
・
九
・
一
九

　
『
原
敬
日
記
』
一
九
＝
二
⊥
一
・
一
一
。

　
　
山
県
の
言
う
西
園
寺
の
受
け
た
「
元
老
の
優
詔
」
と
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で

　
あ
る
。
　
「
…
朕
大
統
…
ヲ
承
ケ
シ
ヨ
リ
臼
藻
汐
シ
卿
多
年
先
帝
二
塞
旧
事
シ
テ
親
シ
ク
聖

　
旨
ヲ
受
ク
将
来
匡
輔
二
須
ツ
モ
ノ
多
シ
窟
シ
ク
撃
力
意
ヲ
体
シ
テ
克
ク
勢
力
ヲ
致

　
シ
賛
襲
ス
ル
所
ア
ル
ヘ
シ
」
（
一
九
　
二
よ
二
・
一
二
）
。
し
か
し
桂
の
受
け
た

　
「
元
勲
優
遇
」
の
詔
勅
や
大
正
天
皇
践
酢
直
後
の
詔
勅
の
ほ
う
が
、
元
老
の
条
件

　
と
し
て
は
む
し
ろ
正
当
と
も
い
え
る
。
桂
が
元
老
ら
し
い
扱
い
を
受
け
な
か
っ
た

　
の
は
、
桂
の
元
老
よ
り
の
独
立
し
た
行
動
が
失
敗
し
、
さ
ら
に
護
憲
運
動
が
激
化

　
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
へ
の
山
県
の
反
感
（
山
県
有
朋
「
大
正
政
変
記
」
山
本
四
郎

　
『
大
正
政
変
の
基
礎
的
研
究
』
資
料
編
所
収
六
五
二
頁
）
か
ら
で
あ
る
。
西
園
寺

　
が
召
さ
れ
た
の
は
、
e
難
局
に
際
し
て
参
内
し
て
い
る
元
老
が
山
県
・
大
山
の
二
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人
に
す
ぎ
な
い
こ
と
、
⇔
政
友
会
方
面
の
鋏
静
を
ね
ら
っ
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら

　
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
元
老
の
恣
意
で
あ
る
。
た
だ
し
西
園
寺
を
早
く
理
由
と
し
て

　
詔
勅
が
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
は
｛
詔
勅
｝
於
｛
元
老
曜
の
段
階
へ
の
有
力
な
ス
テ
ッ
プ
と

　
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　
　
な
お
桂
が
後
継
首
相
推
薦
に
関
係
し
な
か
っ
た
の
は
、
元
老
で
あ
る
が
辞
表
提

　
出
後
の
前
首
相
は
敗
者
と
し
て
光
老
会
議
に
加
わ
ら
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
か

　
ら
、
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
　
ま
た
桂
は
総
辞
職
奏
請
と
同
時
に
、
後
任
と
し
て
西
園
寺
を
奏
薦
し
た
（
「
棄

　
京
日
日
」
　
一
九
一
三
・
二
・
一
二
）
と
の
記
述
も
あ
る
。
こ
れ
は
『
山
県
伝
』

　
（
下
巻
）
の
桂
が
山
県
よ
り
「
参
考
の
為
」
と
い
わ
れ
て
、
一
応
加
藤
高
明
の
名

　
を
出
し
た
の
と
矛
盾
す
る
。

⑦
桂
の
生
前
の
「
緯
業
」
を
記
念
す
る
た
め
に
出
版
さ
れ
た
徳
富
猪
一
郎
『
桂
太

　
郎
伝
駈
坤
（
大
正
六
）
に
は
、
桂
の
元
老
云
々
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
。
同
時

　
代
人
に
は
、
桂
は
元
老
と
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
元
老
に
つ
い
て
触

　
れ
た
鈴
木
安
蔵
『
日
本
政
治
の
規
準
』
　
（
昭
和
一
六
）
・
山
崎
丹
照
『
内
閣
擬
度

　
の
研
究
』
　
（
昭
｝
七
）
な
ど
、
戦
前
の
著
作
に
は
元
老
と
し
て
桂
の
名
を
あ
げ
て

　
い
な
い
も
の
も
あ
る
。
戦
前
で
も
、
「
元
老
制
の
将
来
」
近
時
の
話
題
）
（
「
東
京
朝

　
日
」
昭
九
・
五
・
二
〇
）
や
大
平
進
一
『
現
代
政
治
の
常
識
』
（
昭
一
〇
　
一
九
六

　
一
七
頁
）
な
ど
の
よ
う
に
、
桂
を
元
老
と
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
が
…
般
化

　
し
た
の
は
林
茂
氏
執
筆
の
「
元
老
」
（
『
平
凡
社
世
界
歴
史
辞
典
』
昭
二
六
）
か
ら

　
で
あ
る
。

⑧
「
東
京
日
目
」
一
九
一
四
・
三
・
二
五
『
原
敬
日
記
』
　
九
一
四
・
三
・
二

　
〇
。

⑨
　
コ
兀
老
召
集
其
他
に
関
す
る
覚
魯
」
一
九
一
五
年
八
月
八
日
大
山
巌
自
筆
（
「
大

　
由
巌
文
書
」
憲
政
資
料
室
蔵
）
。

⑩
　
　
『
松
本
日
蟄
㎜
』
　
一
九
一
山
ハ
・
論
ハ
・
二
照
　
　
山
ハ
・
一
＝
ハ
　
七
・
一
　
七
・
　
一
一
二

　
八
ニ
ニ
。

⑪
『
原
敬
日
記
』
　
九
一
六
・
九
・
二
九
。

⑫
『
同
右
』
　
九
　
六
二
〇
・
四
｝
○
・
七
。

⑬
　
　
九
〇
一
年
五
月
伊
藤
が
コ
兀
勲
の
優
遇
を
も
併
せ
辞
し
奉
ら
ん
」
と
案
文
を

　
認
め
た
（
「
翠
雨
荘
日
記
」
憲
政
資
料
室
蔵
）
よ
う
に
、
か
な
り
早
い
晴
期
か
ら

　
　
兀
老
の
地
位
と
詔
勅
と
は
類
似
的
に
認
識
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
松
方
は

　
内
大
臣
を
辞
す
る
に
際
し
、
一
九
ニ
華
年
九
月
一
八
日
目
元
勲
優
遇
」
の
詔
勅
を

　
受
け
て
お
り
、
完
全
に
｛
詔
勅
｝
特
｛
元
老
｝
と
な
っ
た
と
も
い
え
な
い
。

⑭
　
『
原
敬
日
記
』
　
九
…
六
二
〇
・
七
　
一
〇
・
＝
。

⑯
　
大
津
淳
一
郎
『
大
鋼
本
邸
政
史
』
七
巻
八
三
一
頁
。

⑯
　
　
『
原
敬
日
細
記
』
　
一
九
…
六
・
一
〇
・
九
。

⑰
「
東
京
日
日
」
一
九
＝
ハ
↓
○
・
＝
。

⑱
「
同
右
」
一
九
一
六
二
〇
・
四
。

⑲
　
「
同
右
」
一
九
　
六
・
一
〇
・
＝
二
。

⑳
　
　
「
ム
人
阪
朝
日
」
　
一
九
一
六
・
…
二
・
一
』
ハ
。

⑳
　
　
「
寺
内
内
閣
出
現
に
対
す
る
巌
正
批
判
」
（
『
中
央
公
論
』
大
正
五
年
二
月
号
）
。

⑫
　
松
尾
尊
禿
『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
　
四
…
二
頁
。

⑳
　
　
『
原
敬
日
記
』
に
も
見
ら
れ
る
が
、
大
隈
を
元
老
に
し
ょ
う
と
し
た
の
は
山
県

　
で
あ
る
。
（
『
大
隈
侯
八
十
五
年
史
』
三
巻
四
二
三
頁
）
尾
崎
行
雄
は
、
大
隈
が
元

　
老
と
な
る
こ
と
に
は
反
対
の
旨
勧
告
し
た
（
『
尾
崎
嬰
堂
全
集
』
　
一
一
巻
五
五
七

　
頁
）
。

⑭
　
『
原
敬
臼
記
』
一
九
一
六
・
一
〇
・
一
〇
　
一
〇
・
一
一
。

⑯
　
『
同
割
』
一
九
一
六
・
一
二
・
二
〇
。

⑯
　
小
林
龍
夫
編
『
翠
雨
荘
目
記
』
コ
一
　
四
－
五
頁
。

⑳
　
　
「
｛
果
｛
ぷ
日
日
」
　
一
九
㎜
幽
幽
・
一
〇
・
一
　
一
。

⑳
　
「
大
阪
朝
日
」
｝
九
一
八
・
七
・
二
二
。

⑳
　
「
大
阪
朝
日
」
｝
九
一
八
・
七
・
一
九
七
・
一
六
「
天
声
人
語
」
。

⑳
小
林
編
『
翠
雨
荘
罠
記
』
一
九
一
八
・
九
二
二
九
・
二
〇
『
原
敬
日
記
』
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｝
九
…
八
・
九
・
二
三
Q

⑪
　
『
原
敬
日
記
』
一
九
一
八
・
九
・
一
九
九
・
二
〇
九
・
二
二
九
・
二
三

　
九
・
二
五
九
二
～
六
九
・
二
七
　
『
翠
雨
一
瓢
記
』
一
九
一
八
・
九
・
二
〇

　
『
山
漿
伝
』
下
巻
九
九
七
…
九
八
頁
。

⑫
　
「
大
阪
潮
日
」
一
九
一
八
・
九
・
二
〇
「
社
説
」
。

⑲
　
「
同
右
」
一
九
一
八
・
九
・
　
＝
。

⑳
　
　
「
同
宕
」
一
九
一
八
・
九
・
一
九
「
天
声
人
語
」
。

⑳
　
『
松
方
伝
繍
坤
九
四
八
一
五
〇
頁
『
松
本
日
誌
』
一
九
二
一
・
＝
・
五
～
一

　
一
・
一
二
。六

　
お
　
わ
　
り
　
に

　
元
老
の
政
治
へ
の
鹿
接
の
影
響
力
の
衰
退
は
、
原
内
閣
成
立
の
前
後
よ
り

著
し
く
な
っ
た
。
松
方
は
内
大
臣
就
任
（
一
九
一
七
・
五
・
二
）
以
来
政
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

よ
り
遠
ざ
か
る
傾
向
を
示
し
、
実
際
の
政
局
認
識
も
衰
え
た
。
山
県
も
寺
内

首
相
を
思
う
よ
う
に
使
え
な
か
っ
た
。
原
内
閣
に
お
い
て
も
、
補
色
の
元
老

と
し
て
の
声
望
を
取
巻
連
中
が
反
対
派
を
中
傷
す
る
た
め
な
ど
に
利
用
す
る

程
度
で
、
内
閣
か
ら
も
そ
れ
ほ
ど
重
ん
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
後

藤
新
平
が
言
う
ご
と
く
、
　
「
山
県
は
も
は
や
昔
日
の
山
県
に
あ
ら
ず
、
何
事

も
我
に
於
て
決
定
の
後
通
告
す
る
位
に
て
可
な
り
、
兼
て
云
ふ
通
、
敬
す
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

く
信
頼
す
べ
か
ら
ず
と
の
趣
旨
に
て
可
な
り
」
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
結
果
元
老
の
権
限
は
、
後
継
首
梱
推
薦
権
と
宮
中
関
係
諸
問
題
（
皇

太
子
洋
行
・
摂
政
設
置
・
叙
爵
贈
爵
の
人
選
・
宮
相
後
任
の
人
選
な
ど
）
の

処
理
指
導
権
の
二
つ
に
限
定
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
原
が
山
県
と
の
会
見

で
述
べ
た
、
政
府
は
「
政
事
の
全
責
任
」
を
負
い
、
元
老
は
「
宮
中
に
関
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

て
」
全
責
任
を
負
う
べ
き
で
あ
る
と
の
需
葉
に
象
徴
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
ベ
ル
サ
イ
ユ
講
和
会
議
全
権
と
し
て
西
園
寺
が
渡
欧
す
る
こ
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

実
際
上
の
こ
と
よ
り
も
世
論
を
良
く
す
る
の
に
役
だ
つ
と
思
わ
れ
た
。
同
様

に
元
老
が
官
職
か
ら
引
退
し
宮
中
を
有
る
こ
と
も
、
　
「
実
際
の
事
」
は
下
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

等
に
よ
っ
て
差
支
え
は
な
い
が
「
圏
民
感
情
上
」
得
策
で
は
な
か
っ
た
。
つ

ま
り
元
老
は
、
一
九
二
〇
年
前
後
の
、
政
府
に
と
っ
て
困
難
な
思
想
状
況
の

中
で
、
皇
室
を
統
合
上
の
頂
点
と
し
た
天
皇
制
安
泰
の
た
め
に
重
み
を
添
え

る
機
能
を
果
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
元
老
は
、
政
治
実
力
者
で
は

な
く
従
来
の
威
信
を
背
景
と
し
て
象
徴
的
存
在
で
あ
る
よ
う
に
、
さ
ら
に
目

立
っ
て
傾
斜
し
て
い
っ
た
。

　
そ
の
後
高
橋
内
閣
成
立
の
頃
よ
り
、
後
継
首
相
推
薦
に
際
し
て
、
元
老
を

補
う
た
め
に
平
田
・
清
幽
・
山
本
（
権
）
牧
野
等
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
よ

っ
て
元
老
の
相
談
に
あ
ず
か
り
、
　
「
準
元
老
」
な
る
政
治
家
集
団
が
、
お
ぽ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ろ
げ
な
が
ら
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
内
大
臣
の
地
位

が
、
元
老
の
第
一
の
補
助
機
構
と
し
て
機
能
す
る
傾
向
が
出
て
き
た
。
一
九

二
三
年
八
月
加
藤
（
友
）
内
閣
が
辞
職
す
る
と
、
平
田
内
大
臣
に
善
後
処
置

に
つ
い
て
初
め
て
下
問
が
あ
り
、
平
田
は
「
松
・
西
両
公
に
御
下
問
然
る
べ

く
」
と
奉
答
し
た
。
そ
の
後
も
こ
の
慣
例
（
元
老
に
先
だ
ち
形
式
的
に
内
大
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臣
に
下
問
が
あ
り
、
内
大
臣
は
元
老
に
下
問
が
あ
る
よ
う
奉
答
す
る
こ
と
）

は
、
一
九
三
七
年
林
内
閣
が
成
立
す
る
ま
で
ほ
ぼ
継
続
し
て
行
な
わ
れ
た
。

そ
し
て
次
の
第
一
次
近
衛
内
閣
の
成
立
か
ら
は
、
内
大
臣
が
元
老
の
同
意
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

得
て
、
内
大
臣
の
責
任
を
も
っ
て
奉
答
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
実
質
的

な
意
味
で
も
、
加
藤
（
友
）
内
閣
辞
職
後
の
、
第
二
次
山
本
内
閣
成
立
の

「
産
婆
役
」
は
元
老
（
西
園
寺
）
で
あ
り
、
そ
の
「
助
手
」
は
内
大
臣
（
平

　
　
　
　
　
⑧

田
）
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
も
内
大
隠
は
元
老
の
相
談
役
を
勤
め
た
。

　
も
っ
と
も
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
（
加
藤
（
高
）
内
閣
成
立
か
ら
犬

養
内
閣
の
崩
壌
）
ま
で
は
、
　
「
憲
政
常
道
論
」
に
も
と
つ
く
疑
似
的
立
憲
政

治
の
時
代
と
い
っ
て
も
よ
く
、
衆
議
院
の
二
大
政
党
の
党
首
が
後
継
首
相
と

し
て
推
薦
さ
れ
る
慣
例
が
成
立
し
て
お
り
、
流
弊
の
推
薦
機
能
は
比
較
的
形

式
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

　
さ
て
元
老
の
一
般
政
治
へ
の
影
響
力
は
、
昭
和
に
は
い
る
と
元
老
は
西
園

寺
一
人
と
な
っ
た
が
、
政
党
内
閣
期
に
お
い
て
は
、
後
継
首
相
推
薦
の
最
終

的
実
権
を
有
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
し

て
時
に
は
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
条
約
聞
題
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
隠
健
派
の

要
（
か
な
め
）
と
な
り
、
政
局
に
か
な
り
の
影
響
力
を
及
す
こ
と
も
あ
っ
た
。

し
か
し
「
満
州
事
変
」
以
後
の
軍
部
の
政
界
進
繊
の
な
か
で
、
誰
を
首
相
に

推
薦
し
て
も
軍
部
を
十
分
統
制
で
き
な
い
状
態
が
生
れ
、
元
老
は
政
局
の
流

れ
に
対
し
、
ほ
ぼ
無
力
な
存
在
と
な
っ
た
。

　
五
・
一
五
事
件
が
起
る
と
、
西
園
寺
は
「
所
謂
重
臣
達
」
の
意
見
を
聞
い

た
後
に
、
後
任
首
桐
を
推
薦
し
た
。
こ
れ
が
原
型
と
な
り
、
西
園
寺
の
意
向

を
い
れ
、
三
三
年
一
月
後
継
首
相
推
薦
の
手
続
の
「
決
定
案
」
が
成
立
し
、

天
皇
の
裁
可
を
得
た
。
そ
の
後
三
七
年
四
月
の
、
内
大
臣
が
「
重
臣
会
議
」

な
ど
に
諮
っ
て
責
任
を
も
っ
て
奉
答
す
る
案
の
成
立
を
経
、
四
〇
年
七
月
、

内
大
臣
・
枢
密
院
議
長
・
元
酋
椙
か
ら
な
る
重
瞳
会
議
に
よ
る
後
継
首
相
推

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

薦
の
手
続
と
し
て
、
完
全
に
制
度
化
さ
れ
た
。

　
元
老
の
宮
中
側
近
人
事
指
導
権
は
、
一
一
・
二
六
事
件
後
に
元
老
の
手
を
離

れ
、
側
近
集
団
へ
移
っ
た
。
そ
し
て
後
継
首
相
推
薦
に
つ
い
て
も
、
三
九
年

一
月
、
西
園
寺
の
好
ま
な
い
平
沼
が
首
相
に
推
薦
さ
れ
た
こ
と
を
も
っ
て
、

完
全
に
元
老
の
手
を
離
れ
た
と
い
え
、
こ
こ
に
元
老
の
機
能
は
実
質
的
に
、

終
り
を
告
げ
た
と
い
え
る
。

　
そ
の
後
西
園
寿
は
四
〇
年
一
一
月
二
四
臼
死
去
し
て
、
元
老
は
名
実
と
も

に
、
存
在
を
絶
っ
た
の
で
あ
る
。

　
③
　
『
原
敬
日
記
』
一
九
一
八
・
臨
・
一
三
　
一
〇
二
七
。

　
②
『
問
右
』
一
九
一
九
・
＝
マ
ニ
三
。

　
③
『
同
署
隔
一
九
二
〇
：
九
・
～
三
。

　
④
『
同
右
』
一
九
一
八
・
一
一
・
二
一
九
一
九
二
二
｝
。

　
⑤
『
同
右
』
一
九
二
〇
・
～
二
・
七
一
二
・
一
〇
一
九
一
二
・
五
・
七
。

　
⑥
た
と
え
ば
糀
松
本
日
誌
』
一
九
二
三
・
九
・
二
。

　
⑦
　
内
大
臣
が
元
老
に
準
ず
る
地
位
を
工
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
清
浦
内
閣
成

　
　
立
か
ら
で
あ
る
（
鈴
木
『
日
本
政
治
の
規
準
』
二
二
八
一
九
頁
大
平
『
現
代
政
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治
の
常
識
』
【
五
〇
頁
）
と
、
あ
い
ま
い
に
理
解
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。

○
内
閣
辞
蓑
提
出
後
の
最
初
の
下
問

成
立
内
閣
　
　
　
　
最
初
の
下
闘
　
　
　
　
　
　
　
史
料

山
本
（
二
次
）
　
平
田
内
府
（
二
三
・
八
・
聡
警
）
　
『
松
本
日
誌
』
二
三
・
八
・
二
六

清
浦
　
　
　
〔
1
〕
同
右
　
（
二
三
・
一
一
贈
二
九
）
「
大
阪
鎖
国
」
二
三
・
＝
一
・
三
〇

加
藤
　
　
　

岡
右
　
（
二
賜
・
六
・
七
）
「
同
右
」
　
　
二
四
・
六
・
八

加
藤
（
二
次
）
霧
躍
三
五
・
七
・
一
三
）
両
右
三
五
人
二

若
槻
　
　
　
〔
H
〕
牧
野
内
府
（
二
六
・
二
・
二
八
）
　
「
東
京
日
々
」
二
六
・
二
・
二
九

田
中
　
　
　
〔
頂
〕
同
右

浜
口
　
　
　
　
同
右

若
槻
（
二
次
）
　
同
右

犬
養
　
　
　
　
同
右

斎
藤
　
　
　
　
同
門

岡
田
　
　
　
　
　
同
署

（
二
七
・
四
二
七
）
『
松
本
日
誌
』
二
七
・
四
二
七

（
二
九
・
七
・
一
一
）
　
「
東
京
朝
日
」
二
九
・
七
・
三

（
三
一
・
四
・
一
三
）
『
木
戸
日
記
』
三
一
・
四
・
一
三

（
三
一
・
一
二
・
一
｝
）
　
『
岡
霜
』
三
一
・
一
二
・
＝

（　

�
�
E
五
・
一
山
ハ
）
　
『
目
凹
』
＝
欝
一
・
甲
血
・
　
九

（
三
四
・
七
・
三
）
　
『
岡
右
』
三
四
・
七
・
三

　
広
田
　
〔
配
〕
一
木
枢
府
議
長
（
三
六
・
二
・
二
九
）
　
『
同
工
』
三
六
・
二
・
二
九

林
　
　
　
　
湯
浅
内
府
　
　
（
三
七
・
一
・
二
三
）
　
「
東
京
朝
日
」
号
外
二
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
・
　
・
二
七

　
〔
近
衛
（
一
次
）
　
同
一
右
（
三
七
・
五
・
…
二
一
）
　
「
申
開
幽
赤
岡
R
門
」
一
二
七
・
｛
ハ
・
一
〕

　
〔
正
〕
　
山
本
白
縮
最
初
の
辞
表
奉
呈
の
際
は
、
平
田
内
大
臣
・
清
浦
枢
密
院
議
長

　
　
　
　
・
牧
野
宮
相
の
三
人
に
、
善
後
処
置
に
つ
い
て
下
問
が
あ
っ
た
。
山
本
が

　
　
　
　
再
度
二
巴
を
提
出
す
る
と
、
平
田
内
大
臣
に
下
問
が
あ
っ
た
。

　
〔
1
〕
　
一
木
宮
相
に
下
問
が
あ
っ
た
（
『
近
代
日
本
政
治
史
必
携
』
　
一
一
四
頁
）

　
　
　
　
と
も
さ
れ
て
い
る
。

　
〔
皿
〕
　
一
木
宮
相
に
下
間
が
あ
っ
た
（
「
東
京
朝
日
」
二
九
・
四
・
【
八
）
と
も

　
　
　
　
さ
れ
て
い
る
。

　
〔
W
〕
　
二
・
二
六
事
件
で
斎
藤
内
大
臣
は
暗
殺
さ
れ
た
。

⑧
『
松
本
日
誌
』
一
九
二
三
・
＝
マ
ニ
○
。

⑨
『
木
戸
幸
一
日
記
』
（
上
・
下
巻
）
『
木
戸
幸
一
関
係
文
譲
』
参
．
照
。

　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
大
学
院
生
　

方
）
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